
 

 

2017 年度  卒業論文 

モノから見る場の形成史 

―狸谷山不動院の「信楽タヌキ」を中心として― 

 

 

 

慶應義塾大学 文学部 人文社会学科  

民族学考古学専攻 

学籍番号：11402524 

氏名：上保 利樹 

  



2 

 

目次 

はじめに .................................................................................................................................. 3 

1.研究対象 ............................................................................................................................... 4 

1-1.狸谷山不動院について .................................................................................................. 4 

1-2.「信楽タヌキ」について ............................................................................................... 7 

2.問題の所在と研究目的 ........................................................................................................ 10 

2-1.問題の所在 ................................................................................................................... 10 

2-2.研究目的 ...................................................................................................................... 11 

3.分析方法 ............................................................................................................................. 12 

4.分析Ⅰ 狸谷山不動院の変遷 ............................................................................................. 14 

4-1 寺院の歴史と境内の変遷 ............................................................................................ 14 

4-2 「信楽タヌキ」の分布域の変遷 ................................................................................. 20 

5.分析Ⅱ 場の形成に関わる人々と認識 .............................................................................. 67 

5-1 境内の場に関与する人々 ............................................................................................ 67 

5-2 寺院側の認識とその変化 ............................................................................................ 72 

6.まとめと考察 ...................................................................................................................... 78 

7.結論 ..................................................................................................................................... 82 

終わりに ................................................................................................................................ 83 

引用・参考文献 ..................................................................................................................... 85 

 

 
 

京都府左京区一乗寺の狸谷山不動院には現在 300 体を超える「信楽タヌキ」が配置されてい

る。これらは参拝者によって寺院に無許可で置かれたものであるが、寺院側はタヌキを撤去す

ることも、反対に大々的にアピールをすることもない。本論文はこうした境内の場が如何にし

て形成されてきたのかを明らかにすることを目的としている。その上で、①境内の場と②場に

関与する人々という二軸に焦点を当て、フィールドワークを中心とした調査・分析を行った。

その結果、1950~1960 年代に置かれ始めた「信楽タヌキ」は境内の場の変遷に合わせてその分

布域を拡大させていったこと。境内のタヌキに関与する者として参拝者、寺院、業者の三者が

存在すること。寺院の認識は時代とともに揺れ動いており、そうした認識が実際の境内にも反

映されていること。加えて、「信楽タヌキ」というモノそれ自体も場の形成に大きく働きかけて

いることを指摘できた。そして、狸谷山不動院という場は①参拝者、寺院、業者、そしてモノ

という四者が複雑に絡み合うことで作り上げられてきた場であり、②時代と共に絶えず変化す

る四者の関係性を常に反映する形で変化し続ける流動的な場であると結論付けた。 
 

論文要旨 
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はじめに 

京都府左京区一乗寺に位置する狸谷山不動院は、1718 年修験の場として開山、1944 年

修験道大本山一乗寺狸谷山不動院として寺法が制定された。その名の通り山の上に位置し

ており、本尊は「タヌキダニのお不動さん」として親しまれる不動明王、交通安全・厄よ

け・ガン封じ祈願で知られる修験の寺であるという1。 

この寺院において特徴的なのは、境内各所に分布する「信楽タヌキ」の存在である。寺

院の名は狸谷という地名に由来し、その縁起も本来タヌキと関係ない寺院であった。にも

関わらず、ある時期を境に境内各所に「信楽タヌキ」が置かれ始めるようになり、その結

果現在は 300 体を超えるタヌキが境内に分布している。 

これらタヌキは参拝者によって寺院に許可なく置かれているものであるが、対する寺院

側の対応はどうも複雑である。というのも、寺院は境内に置かれたタヌキを撤去すること

はせず、一方でタヌキを積極的にアピールすることもない。かと思えば、タヌキのお土産

品を販売し始めたり、タヌキのキャラクターを SNS 上でプロフィール画像として使用した

りしているのだ。また、タヌキが持ち込まれる理由というのも参拝者によって様々であり

はっきりとしない。そのため、なぜ境内に「信楽タヌキ」が置かれ始め、どのような過程

を経て現在の境内が作り上げられていったのかについては明らかでない。 

そこで本研究では、上記について明らかにすることを目的にフィールドワークを中心と

した調査・分析を行った。その上で「信楽タヌキ」というモノに焦点を当て、①境内の場

と②関与する人々という二つの軸それぞれの変遷過程を追っていくことを試みる。これら

分析の結果を基に、如何にして現在の境内の場が形成されてきたのか、誰が、いかなる思

惑をもって「信楽タヌキ」に関与してきたのかを明らかにしていきたい。 

 

  

                                                      
1 真言宗修験道 大本山 狸谷山不動院「狸谷山不動院について」より(最終閲覧日：2017 年 1 月 10 日) 
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1.研究対象 

1-1.狸谷山不動院について 

(1)概要 

狸谷山不動院は、京都市左京区一乗寺に位置する真言宗修験道大本山の仏教寺院であ

る。本尊は不動明王であり、朋厚房正禅法師<木喰正禅養阿上人 貞享 4 年(1687)~宝暦 13

年(1763年)>が 1713 年に狸谷を修験の場として開山、後 1944 年に寺報が制定されて以降

大本山狸谷山不動院として成立した2。寺院の名は開山以前からこの山が「狸谷」と呼ばれ

ていたことに由来し、その縁起にタヌキとの結びつきはない。一方、現在確認されている

文献資料からは「狸谷」という地名の由来は明らかに出来ておらず3、そのためかつてこの

山とタヌキとの間に何らかの関係があった可能性も否定はできない。 

図 1と図 2が境内の観光案内図及び地形図となる。最寄りのバス停留所からはおよそ徒

歩 25 分、坂道を登り続けた先に最初に目にする建造物が交通安全自動車祈願殿である。

更に歩き入口へ、そこから階段を 250 段上ったところで漸く不動明王が祭祀される本堂へ

と辿り着く。境内の高低差が激しく、建造

物は主に本堂への道中やその脇に造立され

る造りとなっている。また、境内には七福

神像や三社明神堂といった建造物が存在す

ることから、本尊である不動明王のみなら

ず様々な信仰対象を祀る建造物が少なから

ず存在している寺院であるということが伺

える。 

 

                                                      
2 真言宗修験道 大本山 狸谷山不動院「狸谷山不動院縁起」より(最終閲覧日：2017 年 1 月 10 日) 

3 寺院によれば「狸谷」という地名が記載された文献資料は江戸時代まで遡ることが出来るが、地名の由

来について触れられているものは確認できていないという。 

図 1 境内の観光案内図 
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図 2 境内の地形図4 

   

写真 1 交通安全自動車祈祷殿 5   写真 2 入口 

 
写真 3 本堂 

                                                      
4 図 2 国土地理院地図電子版より筆者加筆 

5 写真 1,2,3 2017 年 8 月 15 日撮影 
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（2）境内の「信楽タヌキ」 

そして、この寺院について本論文で最も着目したい特徴として、「信楽タヌキ」と一般

に呼ばれる陶製の置物が境内各所に配置されていることが挙げられる。前述の通り寺院の

縁起にタヌキとの結びつきはなく、境内の建造物にもタヌキと関わりのあるものは見られ

ない。にも関わらず、境内には現在数 300 を超える「信楽タヌキ」が置かれている。 

また、このタヌキに対する寺院の姿勢も特徴的である。寺院の公式ホームページやブロ

グ、年に三回発行される会報「狸谷山だより」では境内の「信楽タヌキ」が紹介されるこ

とは一切無く、近年になって寺院の SNS にて漸く「境内にタヌキが住んでいる」などと写

真が数枚掲載されるようになった程度である6。反対に、タヌキを置くことを禁ずる看板や

張り紙も境内には貼られていない。これらのことから、タヌキは現在ある種の容認状態に

あるといえる。一方で、近年寺院はホームページ上のアイコンや SNS 上のプロフィール画

像としてタヌキのキャラクターを使用していたり、タヌキのお土産を販売したりしてい

る。境内の「信楽タヌキ」を大々的にアピールすることはないが、反対にタヌキとの繋が

りを頑なに否定するわけでもないという、寺院側の複雑な姿勢が読み取れる。 

 

写真 4 境内入口に配置される「信楽タヌキ」7         写真 5 境内の「信楽タヌキ」の一例 

                                                      
6 ホームページや会報など公の場ではタヌキの写った写真を載せることすら無く、「住んでいる」という

言い回しからも、寺院はタヌキを他の信仰対象とは明らかに異なるものとして扱っている印象を受ける。 

7 写真 4 2017 年 8 月 15 日撮影 写真 5 2017 年 4 月 15 日撮影 
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1-2.「信楽タヌキ」について 

(1)概要 

一般的に、「信楽タヌキ」とは笠を被り、徳利と通帳を持ち大きな陰嚢とお腹を備えた特

徴を持つ陶製のタヌキの焼き物のことを指す8。タヌキの焼き物自体は江戸時代後期より既

に存在していたと考えられている9が、「信楽タヌキ」は 1900 年代初頭に藤原銕造(初代狸

庵)が生み出したものが始まりとされている。1951 年

の昭和天皇の信楽巡幸を機にこのタヌキは全国的な

知名度を獲得、この時代より「信楽タヌキ」は明確に

縁起物であるとして売り出されるようになった10。 

現在は大量生産がされ、ある種の民芸品や工業製

品としても扱われている。値段は 200 円~200 万円な

どと言われ、大きさや製法によってその価格は大き

く上下する。現在は主に縁起物として扱われ商売繁盛を願って店頭に置かれることが多い

ほか、単に縁起が良いからと結婚祝いや引越し祝いに贈られることもあるという。 

 

(2)「信楽焼定型タヌキ」の特徴 

「信楽タヌキ」は時代とともにその姿、製法11を大きく変化させており、最初期のもの

と 1950 年代のもの、そして現在のタヌキを比較するとその違いは明白である。成立当初

は野性的な表情や体型であった一方、時代とともに頭身が低くなって身体もふくよかに、

表情も豊かなものへと変化していった。また、目や耳や陰嚢、笠や徳利といった各部位を

                                                      
8 中村(1990)は笠、徳利、大陰嚢、通帳、巨腹の 5 つを有するものを「信楽焼定型タヌキ」としている。

また、こうした特徴を持つタヌキを「酒買小僧狸」と呼称することもある(冨増 2013) 

9 冨増(2001) 江戸時代「信楽タヌキ」は存在せず、「坊さんや着物姿」等のタヌキが多かったという。 

10 冨増(2013)など 「信楽タヌキ」のルーツについても諸説ある。 

11 最初期は土を積み上げて作る手捻り成型であったが、まもなくして型押し成型が主流に。その後、50

年代以降に大量生産に向く鋳込成型が取り入れられていく 

写真 6 滋賀県甲賀市信楽町 店頭で販売される

タヌキ 
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比較すると、時代によってそれらの制作技法にも変化が見られる12。 

大量生産がなされて以降は多様化が進み、「信楽焼定型タヌキ」の要素に加えて新たな特

徴が付与されたタヌキや、忍者姿や達磨姿など大きく逸脱したタヌキも数多く見られるよ

うになる。一方で「信楽タヌキ」の象徴でもある徳利、通帳、笠、大きな腹、陰嚢などの意

匠は現在まで受け継がれており、豊富なバリエーションのタヌキが存在している今日にお

いても「信楽タヌキ」の基本となる要素であることには変わりない。 

   
写真 7 1900 年代初頭の「信楽タヌキ」(初代狸庵作)13   写真 8 1950 年代の「信楽タヌキ」(初代狸庵作) 

     

写真 9 現在の「信楽タヌキ」の一例(信楽町)14      写真 10 多様化の一例 1(信楽町)      写真 11 多様化の一例 2(信楽町) 

                                                      
12 冨増(2013) 

13 写真 7,8 滋賀県立陶芸の森 2007 p.51,p.55 
14 写真 9,10 2016 年 11 月 6 日撮影 写真 6,11 2016 年 9 月 19 日撮影 
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(3)本研究における「信楽タヌキ」の定義 

「信楽タヌキ」には正式名称が存在しない。先行研究や雑誌・パンフレット等の記事にお

いても呼ばれ方は統一されておらず、「信楽焼タヌキ」、「信楽狸」、「信楽焼の狸の置物」

など様々である15。また、その定義付けも不明瞭で、成立時期をいつとみなすか、信楽以

外のタヌキも含むのかといった問題についても十分な議論がなされていない。 

そこで本論文においては、現存する最古の「信楽タヌキ」である 1900 年代初頭に藤原銕

造(初代狸庵)が制作したタヌキ（写真 7）を始まりとし、それ以降作られたタヌキの焼き物

を「信楽タヌキ」と総称する。加えて、制作年代が古ければ古いほど形態的特徴のみから産

地を判別することが困難であるため、生産地を信楽のみに限定せず他の産地のものも含む

ものとし、狸谷山不動院に置かれているタヌキの焼き物全てを「信楽タヌキ」と呼称する。 

 

(4)狸谷山不動院と信楽町との関係 

現在流通・販売されている「信楽タヌキ」のほぼ全ては滋賀県甲賀市の信楽町で生産され

る信楽焼のタヌキである16。そんな信楽町と寺院との位置関係を確認すると、決して近い距

離ではないことがわかる(図 3)。加えて、狸谷山不動院でタヌキの置物は販売しておらず、

寺院の近辺にも販売店は存在しない。参拝者は、信楽町や通販等で購入したタヌキを、或い

は自宅にあったタヌキをわざわざ狸谷山不動院まで持ってきている、ということになる。 

                                                      
15 例えば中村は「信楽焼タヌキ」、宮代は「陶狸」、冨増は「たぬき」、「たぬきの置物」と呼称している 

16 かつては常滑、備前、笠間など様々な産地で焼かれていたが、現在は「売れなくなり、跡継ぎもいなく

なった」ため焼かなくなってしまったという(群馬県館林市茂林寺 福陶庵 MK 氏より) 
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図 3 狸谷山不動院と信楽町の位置関係17 

 

2.問題の所在と研究目的 

2-1.問題の所在 

狸谷山不動院について 

まず、狸谷山不動院とタヌキの関係についての研究は現状為されていない。狸谷という

山について記された文献資料の存在は確認されており、地名の由来やタヌキと山との関係

性は明らかではないものの、江戸時代まで遡ることが出来る。また、開山から現在に至る

までの寺院の歴史に関しても寺院の中である程度まとめられている。 

一方で、寺院の歴史は公の場での文書化がされておらず、タヌキに関わる出来事につい

ては寺院も記録として残していない。そのため、寺院と関係性を明らかにしていく上で、

まず寺院自体の歴史、特にタヌキと関係する出来事について把握していく必要がある。 

「信楽タヌキ」について 

次に、「信楽タヌキ」に関しては先行研究が少ない中でもある程度歴史がまとめられて

いる。加えて、冨増は 1900 年代初頭から 1950 年代までの間で大まかな制作年代のわかる

資料を 20 体収集しており18、この時代の「信楽タヌキ」であれば形態的特徴の比較・分類

                                                      

17 図 3 google map より筆者加筆 

18 滋賀県立陶芸の森(2007) 企画展にて信楽焼を中心とするタヌキを展示、成立年代を掲載している 
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から変遷過程を明らかにすることも可能となっている。一方で、50 年代以降のタヌキは制

作年代のわかる資料が入手できておらず、この時代以降大量生産技術の発展によってタヌ

キの多様化が急速に進んだこともあって、形態的特徴の比較のみから変遷過程をまとめる

ことは現状困難とされる19。 

しかし、現時点の情報のみでも先行研究を踏まえた形態分析によって、①50 年代を区切

りとしてそれ以前と以後のタヌキを判別すること、②多様化したタヌキを特徴毎に分類す

ることの二点は可能であるといえる。 

 

2-2.研究目的 

以上を踏まえ、研究目的を述べていく。 

まず、本論文は狸谷山不動院を研究対象とする。そして境内の「信楽タヌキ」というモ

ノに着目、現在の境内の場が如何にして形成されてきたのか、誰が、いかなる思惑をもっ

て「信楽タヌキ」に関与してきたのかを明らかにすることを目的とする。 

 その上で、狸谷山不動院の歴史が現状十分にまとめられていないことを第一の課題と

し、①狸谷山不動院の歴史を今一度まとめなおした上で、現在に至るまでの境内の変遷過

程を順に追っていく。その後、②「信楽タヌキ」がどのような過程で境内に配置され、結

果として現在どのように分布しているかを把握すると共に、③分布するタヌキの形態的特

徴が配置される場とどのように関係しているかを明らかにしていく。さらに④聞き取り調

査を通じて、この場の形成に誰が関与しているのか、そして寺院側のタヌキへの認識がど

う変化してきたかを把握することを試みる。これら境内の場と関与する人々という二つの

観点から分析・調査を行なうことで、狸谷山不動院という場の形成過程を多面的に明らか

にすることを目的としたい。 

                                                      
19 「数が増えすぎて誰が造ったのかもわからない」(冨増氏) 一つの窯元で複数の原型師のタヌキを焼く

風習があったことも、判別の付けられない理由として挙げられる。 
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3.分析方法 

本研究を進めるにあたり行った分析を下記にまとめる。 

 

分析Ⅰ フィールドワーク 

2017年 8 月,10 月,11 月に、現地である狸谷山不動院にてフィールドワークを行った。

その中で行った調査・分析が以下の三つとなる。 

Ⅰ-Ⅰ マッピング 

境内における「信楽タヌキ」の分布地点、配置のされ方、各地点の個体数等を把握する

為、分布図の作成を中心とした調査・分析を試みた。分布図は、各地点におけるタヌキの

個体数と、タヌキ間あるいはタヌキと構築物間のおおまかな位置関係を把握することを目

的に作成した。その為、距離的な精確さは求めておらず、①基準線を設定した上で計測、

縮尺 1/50 で点を落とした後、②各地点に存在する構築物や岩石等の大きさを計測（一部

例外あり）、③その後構築物あるいは他のタヌキからの距離を計測することでタヌキの分布

位置に点を落とす。以上の手順で分布図を作成した。計測の際はタヌキの頭頂部を基準と

しており、また分布図上の点の大きさはタヌキそれ自体の大きさを示すものではない。 

 Ⅰ-Ⅱ 形態分析 

境内の「信楽タヌキ」の形態に着目し、個々の形態的特徴を観察、特徴の組み合わせか

らいくつかの分類を行う。その後、分析Ⅰ-Ⅰで作成した分布図と組み合わせることによ

り、タヌキの形態的特徴と配置される場との関係性を確認する。分析を行う際の観察項目

としては、①制作年代を示す特徴、②多様性、③状態、④大きさの四項目を設定した。先

行研究から、1950 年代以前のタヌキと以後のものとは判別は可能であり、また時代が新し

くなるほど形態的特徴の多様化が進んでいくことが明らかにされている20。加えて、境内

                                                      
20 鋳込成型が主流となった後は、徐々に顔が愛らしくなり、その後付属品の多様化が進んでいった。これ

には「信楽タヌキ」が縁起物として売られていくようになったことも関係しているという。 
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の「信楽タヌキ」はそれぞれ状態（苔の生え具合や破損具合）が異なることも考慮すべき

であり、また高低差が激しい境内においては地点毎の標高にも大きな差が生まれるため、

配置されるタヌキの大きさにも着目すべきであると考えた。 

 Ⅰ-Ⅲ 聞き取り調査 

寺院の詳細な歴史を把握すること、そして境内の「信楽タヌキ」に実際に関与する人々

について明らかにするとともに、寺院側の「信楽タヌキ」への認識とその変化について知

るため、2017 年 8 月 15日、11月 7 日の 2回に渡って聞き取り調査を行った。調査に応じ

て頂いたのは狸谷山不動院の三代目貫主である松田亮海氏21であり、調査の際協力してい

ただいた寺院の方々数名にも同時にお話を伺っている。 

 

分析Ⅱ 古写真との比較 

 フィールドでの調査・分析に加え、聞き取りの裏付け、境内の変遷過程の把握という二点

を目的として、古写真及びインターネット上より得られた写真を収集し現在の境内との比

較を行った。古写真は寺院から得られた写真 1枚と、地理院地図が公開している空撮写真 6

枚。空撮写真の撮影年代は 1940 年代まで遡れる。寺院が所有する写真は 1981 年当時のも

ので、現在タヌキが分布している三社明神堂が撮影されている22。インターネット上の写真

に関しては、個人ブログや SNS の写真を中心に 2003 年以降の写真を 50 枚収集した。 

 

                                                      

21 昭和 35 年 4 月 20 日生れ 

昭和 62 年 4 月 狸谷山不動院入寺 

平成 3 年 4 月 同院 責任役員執事就任 

平成 8 年 4 月 同院 代表役員院代就任 

平成 24 年 4 月 同院 第三世貫主就任(代表役員継続) 

22 この写真の他にタヌキ、あるいはタヌキの分布地点が撮影された古写真は存在しなかった。 



14 

 

また、本研究を進めるに際して「信楽タヌキ」の形態的特徴とその変遷への理解を深め

るため、2017 年 2 月に群馬県館林市茂林寺福陶庵の MK 氏、同年 5月に滋賀県甲賀市信

楽町にて冨増純一氏及び信楽焼古陶愛好会の方々にお話を伺った。本論文では先行研究及

びこれら聞き取りから得られた情報を基に、「信楽タヌキ」の形態分析を行っている。 

次章からは様々な媒体・分析から得られた情報を総合し、それらを①狸谷山不動院の変

遷、②場の形成に関与する人々と認識、という二軸に分けて分析結果をまとめていく。 

 

 

4.分析Ⅰ 狸谷山不動院の変遷 

本章では聞き取り調査から得られた情報を中心として寺院の歴史と境内の変遷過程をまと

める。その上で、境内のどの地点から「信楽タヌキ」が置かれ始め、如何なる過程を経て現

在の場が形成されたのかを明らかにする。加えて、「信楽タヌキ」の形態分析の結果から、

タヌキの形態的特徴と配置される場にどのような関係性が見られるかを論述していく。 

 

4-1 寺院の歴史と境内の変遷 

(1)寺院の歴史とタヌキとの関係 

狸谷という山が朋厚房正禅法師により修験の場として開山されたのは 1713 年。それ以

前からこの山は「狸谷」と呼ばれていたものの、地名の由来は未だ明らかでない。タヌキ

が多く生息する山であったかと言われればそうでもないようで、少なくとも現在タヌキは

ほとんど生息していない23。 

 また、朋厚房正禅法師は木喰上人とも呼ばれた人物であるが、この人物がなぜ狸谷とい

う山を修験の場に選んだのかについても地名の由来同様明らかでない。寺院として成立す

る以前の情報で現在わかっていることは、修験の場であった当時からこの山へ訪れる参拝

                                                      
23 近年、境内でタヌキを見かけた寺院の方が、その驚きを皆に報告するほどであったという。 
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者は少なからず存在していたこと、そうした参拝者によって本尊以外の信仰対象も祀られ

ていたことが挙げられる。 

 明治時代後期になると、廃仏毀釈の影響で狸谷も荒廃の危機にさらされる。そんな中、

郷土の有志が「誰もが参拝できるように山を伐り道を拡げ 250 段の階段を整備し森林伽藍

の基礎を作って、信心の進路を打ち立てた24」という。その後、1944 年に寺法が制定され

狸谷山不動院として成立、現在に至る。 

 

(2)境内の変遷 

そんな狸谷山不動院の成立前後の時代と現在とを比較する。図 425は、1940 年代の模式

図と及び最新の 2015 年時点の空撮写真を基に作成した各時代の境内地図となる。 

まず、現在修験の道場となっている広場が、1940 年代当時は谷であったことが確認でき

る。「三方向の斜面からなるこの谷こそが狸谷の由来の一つであった」といい、寺法制定後

に埋め立てられ広場となった。また、1940 年代の時点で本尊以外にも様々な信仰対象があ

った点に着目したい。現在三社明神堂にまとめられている三体の神は、かつてのこの山の信

者が祀った氏神であるという26。そして 2015 年時点の境内との比較から、寺院として成立

した現在も尚、その多くが移転・改築されながら境内に存在し続けていることがわかる。 

この理由について、松田氏は「昔から狸谷という山がフリースペースであったから」と

話す。寺院となる以前から、この山は参拝者による様々な信仰を受け入れてきたという。

寺院として成立した後もその姿勢は変わらず、「信者さんの気持ちを最優先に、要望に応

える形で」神仏を残したり、時に新たな信仰対象を造立したりして現在の寺院は出来上が

っている。後者の例として、2015 年空撮から確認できる赤ちゃん地蔵群が挙げられる。こ

れは 1960 年代から始められた水子供養によって寺院に供えられた地蔵群で、地蔵の数は

                                                      
24 真言宗修験道 大本山 狸谷山不動院「狸谷山不動院縁起」より(最終閲覧日：2017 年 1 月 10 日) 

25 図 4  狸谷山不動院より((左)参拝者の方の模式図を基に筆者作成 (右)空撮写真を基に筆者作成) 

26 「伏見稲荷大社の鳥居と同じで、信者さんが家の神を祀った」（松田氏） 
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100 を超えている27。また、上記二枚の図には描かれていないが、1992 年に弘法大師光明

殿より手前側に七福神の石像が造立されている。この像もまた、七福神を祀りたいという

信者の要望に応えて造られたものであるという。これら 2つの信仰対象は、寺院として成

立した後に参拝者の要望から生み出された例として挙げられる。 

 

 

そして、図 4の模式図及び空撮が写す範囲を境内の地形図と組み合わせて示した物が図

5,6である。地形図は参拝道の中で最も手前側にある交通安全自動車祈祷殿から本堂まで

を示しており、四角形で囲った範囲が模式図・空撮の範囲となる。 

次に、図 4 が示す 1940 年前後から 2015 年までの間に、境内はどのように変化していっ

たのか、その具体的な変遷過程を見ていきたい。 

                                                      
27 「水子供養は現在全く行っていない」（松田氏） 時代の流れが変わったためであるという 

①狸谷山不動明王(洞窟内) ②寺務所 ③恵比寿天・大黒天堂 ④送り不動尊 

⑤コンガラ石像・セイタカ石像 ⑥弘法大師 ⑦三社明神堂(図 4 では「玉姫・清隆・折木大明神」) 

⑧不動の滝 ⑨本殿 ⑩行者坊・祭典具 ⑪ウスサマ明王 ⑫お手水舎  

⑬修験道火渡り道場(図 4「谷」の位置)  ⑭五つ子地蔵 ⑮赤ちゃん地蔵群 

図 4 1940 年?と 2015 年時点の境内地図・模式図 
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 図 5 1940 年?の模式図が描く範囲28  図 6 2015 年空撮写真の撮影範囲 

 

 

1.当初 1940年代（寺法制定前後）～1960年代前半 

 現在確認できる最古の空撮

写真の時代を現したのが図 729

である。現存する最古の建造物

である三社明神堂の造流年は

1937 年であるため、この時代既

に存在していたことになる。本

堂はなく、谷が存在。道中には

光明殿が確認できる。この時点

で境内において最も手前にある建造物が光明殿であり、それより手前に建造物はない。模式

図を確認すると、寺院より先の「山道 頂上」まで描かれている一方、手前側で描かれてい

るのは光明殿までである。このことから、当時の参拝者は光明殿から先を寺院であると認識

していた可能性を指摘できる。 

                                                      

28 図 5,6 国土地理院の電子地形図「地理院地図（新版）」を基に筆者作成 

29 図 7~11 国土地理院の電子地形図「地理院地図（新版）」及び空撮写真を基に筆者作成 

図 7 1940 年代の境内 
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次に 1961 年~1965 年の空撮

写真から、この時代までに谷

が埋め立てられ道場となった

ことが確認できる。また、未

だ本堂は確認できず、光明殿

より手前にも建物は認められ

ない。赤ちゃん地蔵による水

子供養が始められたのも、この 60 年代からである。 

 

2.バブル期(「建物の基礎を造り上げた時代」) 交通安全祈祷殿完成～信徒会館完成まで 

 1960 年代後半より境内の建

造物の新築や改築、移転頻度

が増していく。1966 年には初

代交通安全自動車祈祷殿が完

成し、この時代を以て境内で

最も手前の建造物が交通安全

祈祷殿になった(図 9)。また、

空撮写真からこの時代までに初代本堂が完成していることも確認できる。 

1979 年には交通安全祈祷殿が移転。同年、それ以前はただの池だった場所に「狸谷山不

動院」と書かれた石碑が建てられる。松田氏の言葉を借りればこの場所は寺院の「玄関」で

あり、寺院の入口として扱われる場所である。石碑の手前には駐車スペースが存在するため、

この地点まで自動車でたどり着けるようになった。そして 1986 年には二代目本堂が完成、

図 8 1960 年代前半の境内 

図 9 1970 年代の境内 
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加えて 1990 年に信徒会館が造

立される(図 10)。1966 年の交

通安全祈祷殿完成から 1990 年

の信徒会館造立までの新築・増

築の時代を松田氏は「建物の基

礎を作り上げた時代」であると

語る。以降、バブルの崩壊と共

に建造物の大規模な増築・改築は少なくなっていく。 

 

3.バブル崩壊~現在まで 1992年~2015年  

 その後は 1992 年に道中、階段

脇に七福神像が建てられる(図

11)。また、2003 年には入口に

阪神タイガース優勝祈記念石

碑が建てられた(写真 12)。そし

て、2011 年に三社明神堂内のス

ペースにうすさま明王が移転

され、境内は現在の形となる。 

改めて 1940 年代当初と比較すると、道中に建造物が

増え参拝道の入口ができることによって境内の境界が

明確なものとなったことがわかる。 

写真 12 タイガース優勝記念石碑30 

 

                                                      
30 写真 12 2017 年 8 月 15 日撮影 

図 10 1980 年代後半の境内 

図 11 2007 年の境内 
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4-2 「信楽タヌキ」の分布域の変遷 

 (1)「信楽タヌキ」の始まり 

境内にこのタヌキが置かれるようになったのは、1950 年代から 1960 年代の間であった

という。置かれ始めた理由について、一般に「タヌキ～他抜き～他を抜く」ということか

ら参拝者が置くようになったのが始まりと紹介される31ことが多いが、確証はない。松田

氏は、この理由を「高度経済成長期に人々の暮らしが豊かになり、家の建て替えや引っ越

しが増えていった結果、タヌキの置き場所に困った人が増えたからではないか」と推測し

ている。また、現在の寺院の関係者で最も古くから勤めている方32は、「折木大明神33は参

拝者が境内で死んでいたタヌキを祀った34ことから始まった」と語っており、松田氏も

「信楽タヌキ」が置かれ始めたことと関連性あるのではと指摘している。 

どんな理由で置かれたにせよ、結果として「信楽タヌキ」は徐々に数を増やし、現在ま

でに 300 体を超えるタヌキが境内に置かれるようになった。 

 

(2)現在の「信楽タヌキ」の分布 

 この「信楽タヌキ」は、参拝者によって寺院に無許可で置かれている。しかし、かとい

って境内の至る所に無秩序に配置されているわけではなく、基本的には大きく 4 地点に固

まって分布している。寺院による取決めや制約がない中で参拝者個々人がタヌキを持ち込

んで配置しているにも関わらず、その分布地点や置かれ方には一定の規則性が見られるこ

とには目を向けるべきである。 

 それでは、現在「信楽タヌキ」はどのように分布しているのだろうか。 

 2017 年 11 月時点の「信楽タヌキ」分布地点を記したものが図 12 である。本研究で

                                                      
31 わかさ生活 ほっこり京都生活「狸谷山不動院」< http://kyoto.wakasa.jp/detail/25/637/ >(最終閲覧日：2017 年 1月 10日) 

32 寺院の方々からは「長老」と呼ばれている 

33 現在1)「白玉折木大明神」として三社明神堂に祀られる。「折木さんという人が祀ったから？」(松田

氏) 

34 「ただの山だったら祀ってないはず。狸谷だからタヌキを祀ったのかもしれない」(松田氏) 
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は、タヌキの配置される地点を大きく 3 種類に分類した。①一つの場所に複数にタヌキが

固まって分布している地点、②寺院側が配置したタヌキの分布する地点、③2017 年 8月以

降、新たに配置されたタヌキが分布する地点の 3 種類である。図 12 において①は「狸谷

A~D」として、②は「その他Ⅰ」として、③は「その他Ⅱ」として示しており、以後 3地

点をこれら表記で呼称していきたい。 

 各地点に分布するタヌキを合計すると 344 体。その内の 336 体が地点①に分布するタヌ

キであるため、地点②と③のタヌキは境内においては例外的なタヌキであるといえる。 

次に、地点毎に地点の特徴と現在のタヌキの分布状況について順にまとめていく。 

 

 

図 12 境内における「信楽タヌキ」の分布地点35 

  

  

                                                      
35 国土地理院の電子地形図「地理院地図（新版）」（筆者加筆） 
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地点① 狸谷 A~D 

 現在境内に存在するタヌキのほとんどは 4 つの地点に固まって分布している。本研究で

は、これら 4地点を狸谷 A、B、C、D と呼称する。A は境内の入口にあたる場所、B は七

福神の石像、Cは B から少し上がった先の階段脇にある広場、Dは三社明神堂とその周辺

であり、これら地点にそれぞれ「信楽タヌキ」が分布している形となる。  

各地点に示したタヌキの個体数は 2017 年 11月時点のものであり、視認できるタヌキの

みを集計したため、地面に完全に埋もれてしまったタヌキなどは数に入れられていない。 

 

狸谷 A 入口 (1979年造立) 158体  

【概要】 

狸谷 Aは「狸谷山不動院」という文字の刻まれた石碑の立つ境内の入口、寺院の「玄

関」である。石碑が建てられる以前、この場所はただの池であった36。その時代ここに

「信楽タヌキ」が置かれていたかは定かではないものの、少なくとも 79 年以前はこの場

所に入口、「玄関」としての意味合いはなかった。 

狸谷 A~D の中では一番手前にあり、階段を上る必要なくたどり着ける地点である。加え

て、駐車場が隣接するため、4 地点の中で最もタヌキを置きやすい場所であるともいえる。 

【現在の分布】 

図 13 が現在の狸谷 A 地点の分布図である37。狸谷 A に配置されるタヌキは 158 体38。4

地点の中では 2 番目に個体数が多い。特徴的な点として、サイズの大きい「信楽タヌキ」が

後ろに、小さいタヌキが前にと「背の順」になる形で配置されていることが挙げられる。 

 また、タヌキ以外の置物も点在している。手前側には徳利や灯籠といった置物が、石碑の

                                                      
36 たくさんのオタマジャクシや、サワガニ、カエル等が生息していたという。 

37 狸谷 A においては、区画ごとに基準とするタヌキ十数体のみ位置を計測し、残りのタヌキの分布位置

は目視で点を落としている 

38 石碑裏側にはまだ埋もれているタヌキや破損して一部しか残されていないタヌキが存在する可能性もある 
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裏側周辺には七福神像や招き猫のような人型・動物型の置物も分布が認められた。特筆すべ

きは後者の置物で、いずれも小型の置物であるが、分布しているのは最も奥まった位置で、

いずれも参拝道から視認することはできない。加えて置かれ方も乱雑であり転倒している

もの、土に埋もれかかっているものも存在した。これらのことから、意図的であるかは定か

ではないが、タヌキ以外の人型・動物型の置物は奥まった位置、正面からは見えない位置に

追いやられており、「背の順」に並ぶタヌキの列には加えられていないといえる。 

【現在までの変遷】 

 造立から 2017 年までに生じた変化として、2 点挙げられる。一つは、2003 年に阪神タ

イガース優勝記念としての石碑が建てられたこと39。もう一つは、2014 年 10 月に除草シ

ートが敷かれ、「玄関」としての見栄えがより良いものへと改善されたことである。写真

19は、改装工事の様子が写された写真であるが、工事の際は多くのタヌキが一時的に移

動、後に配置しなおされたことがわかる。 

また、写真との比較から、タヌキが「背の順」に見栄え良く配置されるのは特に 2014

年以降に顕著になっていることがわかる。それ以前はタヌキの並べられ方が現在よりも乱

雑で、大きさがバラバラであったり別方向を向いたタヌキが点在したりしていた（写真

17,18）。以降、特に小さなタヌキは移動、配置の変更が頻繁になされていることが確認で

きるが、「背の順」になるような整列のされ方は変わらない。 

加えて、2017 年 12 月以降の写真を確認すると、最前面のタヌキ複数体の頭頂部に小銭

が置かれている様子が確認できた。こちらの事例については、5 章分析Ⅱにおいて詳しく

取り上げたい。 

 

                                                      
39 以前からタイガース監督と関係があったという。「フリースペースゆえに」 
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写真 13 狸谷 A(1)40  

 

           写真 14 狸谷 A(2)    

                                                      
40 図 13~16 2017 年 11 月 7,8,9 日撮影 
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写真 15 狸谷 A(3) 

 

写真 16 狸谷 A(4) 
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写真 17 狸谷 A(2003 年)41 

 

写真 18 狸谷 A(2006 年 9 月)42 

                                                      
41 写真 17 画像出典:http://ayidabis.fc2web.com/kyoto/shisen.html 

42 写真 18 画像出典: https://blogs.yahoo.co.jp/maritesuhime/39797150.html?__ysp=54u46LC35bGx5LiN5YuV6Zmi 
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写真 19 狸谷 A(2014 年 10 月) 43 

 

写真 20 狸谷 A(2016 年 11 月)44 

  

 

  

                                                      
43 写真 19 画像出典: https://4travel.jp/travelogue/10941391 

44 写真 20 2016 年 11 月 9 日撮影 
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狸谷 B 七福神像(1992年造立) 13体 

【概要】 

 狸谷 B は参拝道の道中、階段脇に建てられた七福神の石像のある地点である。この七福

神石像は 1992 年、参拝者の要望に応える形で建てられたという。狸谷 B は大きさの異な

る複数の岩が折り重なる形で構成された地形であり、そのためここに建てられた七福神の

石像、また配置されるタヌキの位置にもそれぞれ高低差が存在する。この特徴は他の 3地

点には見られない。また、神仏を表現した造形物が存在する場所は境内各所に見られる45

が、それらの中でタヌキが分布しているのはこの地点のみである。 

【現在の分布】 

図 14 が狸谷 B の分布図46で、七福神の石像が並ぶこの場に溶け込む形でタヌキが 13 体

分布している。いずれのタヌキも正面を向き、造形物や岩石等に隠れるタヌキは存在しない。 

 加えて、七福神の置物を中心とするタヌキ以外の置物も複数体認められた。狸谷 A にも

同様の置物は存在しているが、狸谷 B に配置されたそれらはタヌキ同様に比較的前面、参

拝道から見えやすい位置に置かれている点、個体数が 11体とタヌキに並びうる数であると

いう点で狸谷 A と異なる。狸谷 B という場においては、参拝者が置物を配置する際に七福

神の石像と置物との関連性、結びつきが意識されている可能性が指摘される。 

【現在までの変遷】 

造立以降、この場所自体には改装、改築といった変化は見られない。過去の写真と比較す

ると、タヌキやその他の置物の移動や増減の頻度が比較的高く、配置が変わりやすい印象を

受ける。直近であるが、2017 年 11 月には台風の影響で、この地点の頭上で倒木が生じてい

る。そして翌月 12 月にこの撤去作業が行われたが、その結果作業終了後にタヌキを始めと

する置物の分布が大きく変化していることが確認できた(写真 25)。いままで台風等で境内

                                                      
45 例として光明殿の仏像、お迎え大師、赤ちゃん地蔵、送り不動尊などが挙げられる。 

46 狸谷 B は、基準線のみを計測した後岩はスケッチ、その後目視でタヌキの点を落としている。 
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に被害を受けたことはなかったというが、こうした撤去や修繕作業の際にタヌキが並び替

えられてきた可能性も考慮される。 
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写真 21 狸谷 B(1) 

 

 

写真 22 狸谷 B 
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写真 23 狸谷 B(2007 年 7月) 47 

 

 

写真 24 狸谷 B(2011 年 1 月)48 

                                                      
47写真 21,22  2017 年 11 月 9 日撮影  

写真 23 画像出典:https://blogs.yahoo.co.jp/hiropi1600/50458537.html?__ysp=54u46LC35bGx5LiN5YuV6Zmi 

48 写真 24 画像出典: http://resort.travel-way.net/gif/kyoto/tanuki_kaidan_11_02_03_1.jpg 
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写真 25 狸谷 B(2018 年 1 月)49 

 

狸谷C 広場 4体 

【概要】 

 狸谷 C は 4地点の中で最も幅の広い広場であり、狸谷 B から階段を十数段上がった踊り

場の脇に存在する。構築物が存在し何らかの役割を持つ他の地点とは異なり、この広場は用

途も目的もない「ただの広場」であるという。そのため草が生い茂っている他は三つの大き

な石が存在するのみである。また、この地点にタヌキが置かれ始めた時期は明らかでない。 

【現在の分布】 

図 15 が狸谷 C の分布図であり、タヌキは石の上あるいは側に置かれる形で 4体分布し

ている。幅の広い空間と反して、4 地点の中では最も個体数が少ない。 

【現在までの変遷】 

 定期的に雑草が伐採される以外、2003 年以降からこの場に変化は見られない。この地点

のタヌキは B 同様比較的移動が激しく、2017 年 11 月時点では分布していない左端の石に

もタヌキが配置されていることも少なく無い。概ね数は 4体から 5 体であり、分布するタ

                                                      
49 写真 26 画像出典: https://twitter.com/manaka_0701/status/947767877024616449/photo/1 
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ヌキ自体にも変化は見られにくい。また、撮影年代は不明であるが、この地点のタヌキ一

体の前に数十枚の賽銭が置かれている写真も確認できた。 

 

写真 26 狸谷 C(1) 50 

 

 

写真 27 狸谷 C(2) 

                                                      
50 写真 26,27 2017 年 11 月 9 日撮影 
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写真 28 狸谷 C(2011 年 11 月)51 

 

 

写真 29 狸谷 C(2014 年 9 月)52 

                                                      
51 写真 28 画像出典: http://gaisyo.blog.fc2.com/blog-entry-20.htmln 

52 写真 29 画像出典: http://blog.livedoor.jp/pedanjoe/archives/40933002.html 
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狸谷D 三社明神堂(1937年造立) 160体   

【概要】 

 階段をおよそ 200 段上がった先、参拝道を挟んで修験道場の向かい側に位置する三社明

神堂は現存する最古の建造物であり、1937 年に造立された。お手水舎が隣接しており、御

堂の裏は急な斜面になっている。狸谷 Dは 4 地点の中で最も標高が高く階段も 200 段上

る必要があることから、最もタヌキを運びづらい地点ともいえる。狸谷 D内でも地点によ

って地形的特徴が大きく異なり、タヌキ自体の分布の仕方、状態に大きな差異が見られ

た。そのため、狸谷 D に関してはこの地点をさらに 3地点に分け、参拝道から見て正面の

位置、御堂を囲む玉垣の外側を D1、御堂下を D2、御堂の裏側を D3とした。  

【現在の分布】 

図 16 が狸谷D の分布図である。現在分布するタヌキの数は 161 体53。タヌキの個体数

は D1,D3,D2 の順で多い。D1は御堂を囲う玉垣に沿って並べられる形で分布しており、

最も数が多い。D2は御堂の下の空間にタヌキが分布しているが、大半の置物が埃をかぶ

っている。また、D1,D2 にはタヌキ以外に人型・動物型の置物の分布も確認できるが、特

に D2に集中しており、その数は同地点のタヌキを上回っている。D3 は御堂の裏側にあ

たるが、この地点のタヌキは大半が土に埋もれている、あるいは埋もれかけている(写真

33,34)。特に正面から見て左側、斜面沿いに建てられた石碑付近に集中して分布するタヌ

キは顕著であり、頭まで埋まってしまっているもの、ほとんど姿が確認できないものも複

数体存在した(写真 34)。これはもともと三社明神堂がお百度参りの行われる場であること

に起因する。本来御堂の裏側も通路であり、寺側の人々によって掃除される場所である。

そのような場所に後からタヌキが配置されたため、掃除の際には「タヌキがジャマにな

り、申し訳ないと思いながらも」箒で掃いた枯れ葉や土埃を D3のタヌキに積もらせるこ

とになってしまっているという。 

                                                      
53 D3 で埋もれて視認できかなかったタヌキがまだ存在している可能性もある 
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【現在までの変遷】 

 三社明神堂造立から現在に至るまでの変化として、2011 年のうすさま明王移転が挙げら

れる。工事によって、うすさま明王は現在のように三社明神堂内に移転されることになっ

た。結果、移転の前後でタヌキの配置にも変化が生じている。移転がされる以前は玉垣内

側にもタヌキが存在していたことが確認されており、図 17 の狸谷D4の示す範囲がそれに

あたる。そして移転工事の際 D4 のタヌキは全てが移動されることになるが、その多くが

D3 に移動したことがわかっている54。言い換えれば、狸谷 D3は 2011 年以降に形成され

た地点である可能性が高く55、分布するタヌキの大半はかつて D4にいたタヌキであると

いうことになる。 

一方で、そうした大規模な工事以外で狸谷 D1 やD3 のタヌキが移動される事例はほと

んど確認されない。D2 も収集できた写真が少ない中でも動きがなく、埃をかぶったタヌ

キが大半である現在の状態を鑑みても長年動かされていない可能性が高い。狸谷 D という

地点は 4地点の中でタヌキが最も「動かされにくい地点」であるように思われる。 

また、寺院の所蔵する写真から、1981 年時点では狸谷 D1,D4 にタヌキが置かれていな

かったこと(写真 42)も確認できている。 

                                                      
54 うすさま明王移転の際、裏側の斜面を削って、この地点にタヌキを配置したという（松田氏）。一方

で、D2 地点でも少なくとも 1 体は D4 に置かれていたタヌキが分布していることも確認できた。 

55 2011 年~2013 年頃の写真では、まだ埋もれていないタヌキがほとんどだった 
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図 16 狸谷 D におけるタヌキの分布図(2017 年 10 月 15 日時点) 
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図 17 狸谷 D の位置 



41 

 

 

写真 30 狸谷 D(1)56 

 

 

写真 31 狸谷 D(2) 

 

                                                      
56 写真 30,31,33 2017 年 11 月 9 日撮影 32,34 2017 年 10 月 15 日撮影 
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写真 32 狸谷 D2 

 

 

写真 33 狸谷 D3(1) 
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写真 34 狸谷 D3(2) 

 

 

写真 35 狸谷 D4(2010 年 5 月)57 

                                                      
57 写真 35,36 画像出典: https://4travel.jp/travelogue/10495519 
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写真 36 狸谷 D4(2)と D2(2010 年 5 月) 

 

 

写真 37 狸谷 D1(2003 年)58 

                                                      
58 写真 37 画像出典: http://ayidabis.fc2web.com/kyoto/shisen.html 
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写真 38 狸谷 D1 と D4(2007 年 7 月)59 

 

 

写真 39 狸谷 D1(2010 年 6 月)60 

                                                      
59 写真 38 画像出典: https://blogs.yahoo.co.jp/hiropi1600/50458537.html?__ysp=54u46LC35bGx5LiN5YuV6Zmi 

60 写真 39 画像出典: http://kyotohotelsearch.com/blog/2010/06/17/tanukidaniyamafudoin/ 
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写真 40 狸谷 D1(2011 年 2 月)61 

 

 

写真 41 狸谷 D2(2013 年 1 月)62 

 

                                                      
61 写真 40 画像出典: http://resort.travel-way.net/gif/kyoto/tanuki_kaidan_11_02_03_1.jpg 

62 写真 41 画像出典: http://blog.goo.ne.jp/mrslim2/e/c61b988c53c53b160af5ff04914616c9 
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写真 42 1981 年当時の狸谷 D63 

 

②その他Ⅰ（寺院側が配置したタヌキの分布地点） 

 その他Ⅰは寺院側が配置したタヌキの分布する地点であり、境に 6 地点存在する。いず

れのタヌキもその地点までに上った階段の段数を示すカードをぶら下げており、参拝者は

本堂まで残りがどれほどの段数であるか確認できるようになっている。これらタヌキは寺

院が持ち込んだものではなく、寺院側の人々が境内の狸谷 A~D に配置されていたタヌキを

拝借し利用したものであるという。過去の写真との比較から、2011 年までは現在ここに配

置されるタヌキが狸谷 Aや狸谷 D に分布していたことが確認できた。少なくとも、②その

他の分布地点Ⅰにおいては2011年以降にタヌキが配置されるようになったといえる。また、

2014 年時点では 99段目に別のタヌキが配置されていることが確認できた。(写真 49) 

                                                      
63 写真 42 狸谷山不動院より 
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写真 43 地点Ⅰ(1)64  写真 44 地点Ⅰ(2)   写真 45 地点Ⅰ(3) 

 

写真 46 地点Ⅰ(4)   写真 47 地点Ⅰ(5)   写真 48 地点Ⅰ(6) 

 

写真 49 地点Ⅰ(2014 年 5 月)65 

  

                                                      
64 写真 43~48 2017 年 8 月 15 日撮影  

65 写真 49 画像出典: https://twitter.com/tatsu_1119/status/472039718482227200/photo/1 
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③その他Ⅱ(2017年 8月以降新たにタヌキが配置された地点) 

 その他Ⅱは 2017 年 8月以降新たにタヌキの分布が確認された地点であり、境内の入口

や交通安全祈祷殿よりも手前の歩道脇に二地点存在する。11月の時点で各地点に 1体ずつ

計 2体配置されているが、8月の調査時点ではこの地点にタヌキの姿は認められなかっ

た。一方で、どちらのタヌキも塗装が剥がれ落ちており、全身に苔が生えている。これら

特徴は境内に分布する多くのタヌキと共通していることから、以前より境内に存在してい

たタヌキを何者かがここへ移動させてきた可能性が高い。しかし、8 月以前に筆者が寺院

へ訪れた際、どの地点でもこの二体のタヌキの姿は認められなかった為、新たに持ち込ま

れたタヌキである可能性や、①、②、③地点以外の地点に置かれていたタヌキである可能

性も考慮したい。 

   

写真 50 地点Ⅱ(1)  66   写真 51 地点Ⅱ(2) 

 

例外的な地点 

 図 12にて記載していなかった地点として、「信楽タヌキ」の姿に酷似したタヌキの石像

が配置されている地点が存在する。こちらは狸谷 A と交通安全自動車祈祷殿の間に位置す

                                                      
66 写真 50,51 2017 年 10 月 15 日撮影 
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る社67付近に存在しているが、タヌキの焼き物ではないこと、石像であるがゆえに岩に固

定されており移動されることがないこと、参拝者によって持ち込まれたものである可能性

が極めて低いことといった理由から例外的な存在として扱っている。 

 このタヌキが置かれている社は、元々寺院の管轄ではなかったという。それが 15~16 年

前に「社の世話をするものがいなくなった」と

いうことで寺院の管轄に預かるところとなった

という。松田氏は、「その際に前の所有者がタヌ

キの石像を置いたのではないか」と推測してい

る。理由は定かではないが、これら経緯を踏ま

えると境内に「信楽タヌキ」が置かれるように

なった後にこのタヌキの石像が奉納された可能性が高いことが指摘できる。 

 

 

写真 53 タヌキの石像68 

 

                                                      
67 「参道に社を建てると家が繁栄すると信じられていた」（松田氏） 

68 写真 52,53 2017 年 8 月 14 日撮影 

写真 52 タヌキの石像が配置される社 
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(3)形態的特徴と場との関連 

次に、上記の分布図とタヌキの形態分析の結果とを組み合わせ、タヌキの形態的特徴と場

との関連性を見ていきたい。観察項目としては①大きさ、②古さ、③多様性、④状態の 4

項目を設定した。  

 

「大きさ」と「古さ」 

 はじめに、「大きさ」と「古さ」の分析結果をまとめる。 

「大きさ」に関しては、頭頂部を基準として 5cm 単位で体長を計測した69。その後、この大

きさを基に 40cm 未満のタヌキを「小さいタヌキ」、40cm 以上のタヌキを「大きいタヌキ」

として二種類に分類した。40cm 以上のタヌキは狸谷 B,C には分布せず70A と D のみで確

認できたことが理由であり、狸谷 B,C に存在しない大きさのタヌキを「大きいタヌキ」で

あると設定した。 

 表 1 は、各地点のタヌキを 10cm 区切りで分類したものである71。50cm 以上のタヌキは

狸谷 Aと D3 にのみでしか見られなかったため、その内約を別途表 2 にまとめている。 

 境内におけるタヌキは、最少で 10cm 程度、最大で 100cm 程度のものが存在していた。

いずれの地点においても 30cm 未満のタヌキが半数以上を占めているが、狸谷 A と D にお

いては 40cm 以上のタヌキが少なからず分布しており、80cm 以上のタヌキも確認できる。

特に、狸谷 D3 に 85cm にも及ぶタヌキが配置されていることは着目すべき点であると考え

る。狸谷 A は階段を上ることなくたどり着ける上に駐車場も隣接するため、例えサイズの

大きいタヌキであっても比較的配置のしやすい地点であるといえる。対して、狸谷 D まで

辿り着くには入口から階段を 200 段以上上る必要があり、そのような地点まで敢えて大き

なタヌキが運んだ者がいるという事実については深く考察していく必要があるだろう。 

                                                      
69 笠を被っていない型式のタヌキも複数存在したため 

70 狸谷 D1 にて分布するタヌキも大半は 40cm 未満である 

71 表 1 において、埋もれていたり破損したりして計測ができなかったものは「不明」としている。 
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表 1 各地点における「信楽タヌキ」の 大きさ毎の個体数 

 

表 2 50cm 以上のタヌキの個体数の内約 

 

  

次にこれらタヌキを、制作年代を示しうる形態的特徴の組み合わせから「1950 年代まで

のタヌキの特徴を有するタヌキ」と「そうでないタヌキ」と二分した。以下、便宜的に前

者を「古いタヌキ」、後者を「新しいタヌキ」と呼称する。 

分類基準としては、①笠が後付である、②黒目が穴を開けて表現されている、③陰嚢が

吊金72の形をしている、④徳利が後付である(手に穴が開けられている)の四項目を設定し

た。形態分析の結果、現在境内に分布しているタヌキの中で 50 年代以前の特徴を有する

ものが極めて少なかったことから、制作年代毎にタヌキを詳細に分類することはせず、上

記 4項目のどれか一つでも満たすタヌキをまとめて「古いタヌキ」としている。 

 そして、「古いタヌキ」の個体数をまとめたものが表である。狸谷 B と Cにおいては

「古いタヌキ」は確認できず、狸谷 A とD にのみ分布していることが確認できた。Aと

D の総個体数に対する「古いタヌキ」の割合はほとんど変わらない。 

 次に、これら「大きさ」と「古さ」の分析結果と分布図とを組み合わせ、地点毎に場や

配置との関係性を見ていく。  

                                                      
72 冨増(2013) 陰嚢を本体とは別に制作し、後付する製法。最初期に見られた 

~20cm ~30cm ~40cm ~50cm 50cm~ 不明 合計

45 48 27 15 17 6 158

7 0 2 0 0 0 13

1 2 1 0 0 0 4

D1 44 46 13 3 0 0 106

D2 8 7 5 0 0 0 20

D3 0 7 5 3 5 15 35

105 110 53 21 22 21 336合計

A

B

C

D

~55cm ~60cm ~65cm ~70cm ~75cm ~80cm ~85cm ~90cm ~95cm ~100cm 合計

4 3 2 3 1 0 0 2 1 1 17

1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 5

5 4 3 3 2 0 1 2 1 1 22

A

D3

合計
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表 3 各地点の「古いタヌキ」の個体数 

 

狸谷 A 

 狸谷 A の分布図に形態分析の結果を反映した図が図 18となる。図 18では、タヌキを

「小さい＋新しい」、「大きい＋新しい」、「小さい＋古い」、「大きい＋古い」の四種に分類

している。「古いタヌキ」としての特徴を有するタヌキは、「大きいタヌキ」32体中 10

体、「小さいタヌキ」では 5体確認できた。 

 分布図から確認できることとして、基本的にサイズの大きなタヌキほど後方に配置され

る「背の順」である。中でも「大きい＋古いタヌキ」はより後方に配置されており、タヌ

キの制作年代が必ずしも配置された年代を示すとは限らないものの、現状では「大きいタ

ヌキ」ほど後方に、「古いタヌキ」はより後ろに配置される傾向があると言える。一方

で、「小さい＋古いタヌキ」の分布については規則性が見られなかった。制作年代は配置

に影響を与えず、あくまでその大きさを基準として並べられている可能性が高い。 

 

狸谷D 

 狸谷Dの分布図と形態分析の結果とを組み合わせたものが図19である。「大きいタヌキ」

が見られるのは D1 と D3 のみ。D1 は玉垣に沿ってタヌキが分布しているためそのほとん

どが「小さいタヌキ」であるが、例外として正面側のみタヌキが二段で配置されており、こ

ちらには 40cm を越えるタヌキが 3 体認められた。反対に D3 に分布するタヌキは比較的

「大きいタヌキ」が多く、その数は 8 体に及ぶ。D3 のタヌキはその多くが D4から移動し

「古いタヌキ」 「新しいタヌキ」 合計

15 143 158

0 13 13

0 4 4

D1 9 95 106

D2 3 17 20

D3 4 31 35

31 303 336合計

狸谷A

狸谷B

狸谷C

狸谷D
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たタヌキであるため、「大きいタヌキ」の大半はもともと D4 に配置されていたことになる。 

 また、「古いタヌキ」はD1,2,3 それぞれに分布が認められるが、D3のタヌキは「大きい

＋古いタヌキ」のみである。一方、タヌキの古さと配置のされ方には関係性が見られない。

強いて言えば狸谷 D の正面よりは後方部、D1 奥部や D2、D3 に分布するタヌキの割合が

高い印象を受ける。 
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図 19 狸谷 D 分布図 2 形態的特徴との組み合わせ 
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多様性 

 次に、多様性と配置される場との関連性とを見ていく。 

 多様性については、笠、徳利、陰嚢、通帳の四つの特徴を有するタヌキを「信楽タヌキ」

の基本型とし73、いかに基本型から逸脱しているか、どのような特徴が新たに付与されてい

るかを観察した。観察の際は大きく「格好」、「付属品」、「その他74」という 3 つの要素の観

察を行った。この中で、場との関連性が指摘できた 3 種類のタヌキ、(1)野球用品を手にす

るタヌキ、(2)「縁起の良さを示すタヌキ」と(3)「山伏タヌキ」について取り上げていく・ 

表 4 場との関連性が確認されるタヌキの各地点の個体数 

 

 

(1)野球ユニフォームを着たタヌキ 

 狸谷 A において、阪神タイガースの優勝記

念石碑が建てられたすぐ隣にバットとボール

を持ち、野球帽を被ったタヌキが一体確認さ

れた（写真 5475）。狸谷 B,C,D には分布してい

ない型式のタヌキであり、配置される場との

結びつきを指摘できる。 

 

(2)「縁起の良さを示すタヌキ」 

 小判を抱えるタヌキ、「福」と書かれたマークや「開運」と書かれた絵馬を手にするタ

                                                      
73 中村(1990)における「信楽焼定型タヌキ」の定義を満たす意匠を参考にした。 

74 オスメス二体で一セットになっている「夫婦タヌキ」などが「その他」にあたる 

75 写真 54 2017 年 11 月 9 日撮影 

タヌキの特徴 A B C D 合計

野球用品を有する 1 0 0 0 1

縁起の良さを示す 5 4 1 7 17

「山伏タヌキ」 2 1 0 3 6

写真 54 狸谷 A 野球用品を手にするタヌキ 
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ヌキ、七福神の格好をしたタヌキを、「縁起の良さを示すタヌキ」として分類した。 

図 20 は各地点における総個体数に占める「縁起の良さを示すタヌキ」の割合を示してい

る。特に着目したいのが狸谷 B におけるこのタヌキの割合である。個体数だけを見れば 4

体と狸谷 Aや Dと大差はないが、狸谷 B においてはその割合が高く、同地点の 3 割以上の

タヌキが縁起を示す特徴を有している。狸谷 B は七福神の石像が存在する地点であり、ま

た七福神の置物も少なからず分布していることからも、「縁起の良さを示すタヌキ」及び七

福神の置物は場との関連性を意識して配置されている、選択されている可能性が高い。76 

   
写真 55 狸谷 B 「福」のマークを持つタヌキ77   写真 56 狸谷 B 小判を有するタヌキ 

 

 
図 20 各地点の個体数に占める「縁起の良さを示すタヌキ」の割合 

                                                      
76 一方で七福神の姿をしたタヌキが配置されているのは狸谷 C,D のみ、狸谷 B には分布していない 

写真 55,56 2017 年 11 月 9 日撮影 写真 54 左下に写るタヌキはスケールとして筆者が持参したタヌキ 
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(3)「山伏タヌキ78」 

境内には 15cm 程度の山伏の姿をしたタヌキも複数体確認できた。これは、1965 年に狸

谷山不動院が檀家への記念品として 300 体制作を依頼した清水焼のタヌキの置物であり、

現在は販売をしていないものである。こうした非売品のタヌキが、境内の狸谷 A,B,D地点

に計 6 体確認されている。 

各地点の「山伏タヌキ」の分布を示したものが図 21~23 である。目を向けたいのは、寺

院が制作したこのタヌキが地点によって対照的な扱われ方をされている点である。狸谷 A

に分布するうち一体は「狸谷山不動院」と掘られた石碑の真下、台座とも言える岩の上に唯

一配置されているタヌキである(写真 57)。この「山伏タヌキ」が寺院によって置かれたも

のかは定かでない。しかしこのタヌキが配置された後、特に改修工事以後この岩の上に配置

されるタヌキは他に一体も確認されていないため79、このタヌキのみが意図的に岩の上に配

置されている可能性が高い80。一方、狸谷 A の石碑裏側に分布する二体目や狸谷 D3 の「山

伏タヌキ」は対照的で、参拝正面道から見えない位置に分布しているどころか地面に埋もれ

かけている状態にある。特に D3 ではその原因が寺院の人間の掃除にある。（写真 58） 

寺院が記念品として制作した「山伏タヌキ」が、狸谷 Aにて寺院のシンボルとも言える

ような扱いを受けている一方、狸谷 D3では寺院の手によって埋もれてしまっているとい

う、対照的な扱いを受けているこの事例には特に注目したい。 

 

                                                      
78 寺院の公式 SNS でこのタヌキが「山伏タヌキ」と紹介されていたことから、この名で呼称している。 

79 少なくとも 2013 年以前より既に置かれていたことがわかっている。改装以前の時代では 10cm 程度の

タヌキが一緒に置かれていた写真も確認されたが、2014 年以降こうしたタヌキは場所を移されている。 

80 狸谷 B においても、他のタヌキと配置のされ方に差異はないものの比較的参拝道から目につきやすい

位置に配置されている。 
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写真 57 狸谷 A における「山伏タヌキ」81  

 

 

写真 58 狸谷 D3 における「山伏タヌキ」 

                                                      
81 写真 57,58 2017 年 8 月 15 日撮影 
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図 22 狸谷 B 分布図 2 形態的特徴との組み合わせ 
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図 23 狸谷 D 分布図 3 形態的特徴との組み合わせ 
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④状態 

 最後に、配置されるタヌキの状態が置かれた時代を示しうるか、配置のされ方や扱いと

どう関係しているかを検討することを目的にタヌキの状態を観察した。観察項目として①

破損具合、②苔の有無、③転倒状況、塗装の種類82(塗装のはがれ具合)を設定している。 

まず、状態からタヌキの置かれた時代を知ることは叶わなかった。塗装に関しては境内

に配置される以前から色を落ちていた可能性も少なくないこと、苔の生え具合は配置され

る地点が苔の生えやすい場所かどうかに影響されていたことが理由である。また、状態と

分布位置や扱いとの関連性も認められなかった。破損具合の項目では、耳や顔面、徳利等

が破損しているタヌキ、半身しか残されていないタヌキも確認できたが、いずれも配置の

され方に他のタヌキとの差異は見られない。例えば狸谷 D1では頭部を大きく破損しなが

らも、御堂正面という狸谷 D の中で最も参拝道から見えやすい位置に配置されるタヌキも

確認された。(写真 5983) 

一方で、この結果は状態がタヌキの配置や扱

いに影響を与えていないと言い換えることも

できる。境内のタヌキはたとえ破損したもので

あっても、移動されたり撤去されたりすること

なくそのままの状態で配置され続ける。長らく

転倒したままにされているタヌキが複数体確

認されたことも、その裏付けとなるだろう。 

 

  

                                                      
82 タヌキの色の付け方としては、焼成前に釉薬を吹き付ける「焼き込み」と、焼成後にワニスを塗るもの

とがある。後者は上から色を塗っている為、雨風にさらされると次第に色が落ちていく(MK 氏) 

83 写真 59 2017 年 11 月 9 日撮影 

写真 59 狸谷 D1 正面 破損したタヌキの一例 
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小括 

本章では狸谷山不動院の歴史及び境内の変遷過程を今一度まとめた上で、「信楽タヌキ」が

どのように境内に分布しているかをまとめた。加えて、形態分析によってタヌキの形態的特

徴と配置される場との関係性を把握することを試みた。以下、本章の分析結果をまとめる。 

 

1.境内の変遷過程 

元々「フリースペース」として様々な信仰を受け入れてきた狸谷。そんな山に成立した寺

院は、寺法制定以降も「信者さんの要望に応える」形で建造物を新築、改築してきた。その

過程で道中にも建造物が増え、境内の境界や参拝道の入口が明確なものとなっていった。 

 

2.「信楽タヌキ」分布域の変遷 

1950~1960 年代頃から、そんな境内に「信楽タヌキ」が分布するようになった。現在タ

ヌキが分布する地点は①狸谷 A~D、②その他Ⅰ、③その他Ⅱの 3 種。狸谷 A~D は地点毎

に地形的な特徴、場としての意味合いや役割が大きく異なり、それゆえタヌキの配置のさ

れ方に大きな差異が見られた。また、過去の写真との比較から、狸谷 A とD は改装工事

の結果大規模なタヌキの移動が起きていたこと、地点毎にタヌキの移動頻度や増減具合も

異なっていることが確認できた。 

 

3.タヌキの形態的特徴と場との関係性 

境内において「大きいタヌキ」と「古いタヌキ」は狸谷 A とD にのみ分布しており、狸

谷 A では配置に大きさが影響を与えていること、最も標高の高い地点である狸谷 D にも

80cm を超えるタヌキが分布していることが明らかになった。また、多様性の項目におい

ては狸谷 B において「縁起の良さを示すタヌキ」と場との関連性が指摘できた。加えて、

寺院が制作を依頼した「山伏タヌキ」の扱われ方は、狸谷 Aと Dで対照的であった。 
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 そして以上の分析結果から、以下の諸点ついて考察したい 

 

1.「信楽タヌキ」分布域の変遷について 

地点①において、狸谷 Aの入口は 1979 年、狸谷 B の七福神像は 1992 年、狸谷 Dの三

社明神堂は 1937 年に造立したものであり、成立年代が不明な狸谷 C の広場を除けば、狸

谷D→狸谷A→狸谷 B の順で建てられたことになる。また、地点②のタヌキは 2011 年以

降に、地点③のタヌキは 2017 年以降に配置されたタヌキである。これらを踏まえると、

①(狸谷D→狸谷A→狸谷 B)→②→③の順でタヌキは分布域を広げていったことが指摘で

きる。これらの中で、タヌキの置かれ始めた 1950~1960 年代に建造物が存在していたの

は狸谷 D のみである。4地点で最も標高の高い地点である狸谷 Dに 80cm 以上のタヌキも

含む「大きいタヌキ」が少なからず分布していることからも、当初参拝者がタヌキを置く

ことのできた地点が狸谷D のみであったと考察できる84。 

加えて、分布域拡大の際は境内の境界性が意識されている可能性を指摘したい。1960 年

代まで光明殿より手前に建造物はなく、1940 年代の境内を描いた模式図に描かれる範囲も

光明殿までであることから、当時の人々は光明殿を寺院の境界と認識していた可能性が高

い。その後、建造物が増えていく中で実際の敷地が視覚化され、より手前にタヌキが分布す

るようになる。中でも狸谷 A や地点③は外部との境界といえる地点である。「ここまでなら

タヌキを置いていい」と捉えたのか、寺院の目につかない位置を選ぼうとしたか、いずれに

せよ新たな地点にタヌキを置く際はこの境界性が意識されたのではないだろうか85。 

 

  

                                                      
84一方、当初から「大きいタヌキ」が持ち込まれていたとは考えにくい。「狸谷山不動院にはタヌキが置かれて

いる」という噂が多少なりとも広まってから、サイズの大きいものが持ち込まれ始めたのではないだろうか。 

85 松田氏の「高度経済成長期、タヌキの置き場に困った人たちが持ち込み始めたのでは」という推測に則

れば、そうした人びとは尚更タヌキを無許可で置いていくことに後ろめたさがあったかもしれない。 
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2.「信楽タヌキ」の配置に影響を与えている要素について 

各地点に「信楽タヌキ」が配置される上で、その場の地形的特徴が大きく関与している

ことが指摘できる。「背の順」で並ぶ狸谷 A、石を台座とする狸谷 C、玉垣に沿って並べら

れる狸谷 D1 等、タヌキは元の場の地形的特徴に基づいて配置されている。 

加えて、タヌキの形態的特徴もまた配置に影響を与えていることも指摘したい。狸谷 A

では並び方に、狸谷 D では配置地点にタヌキの「大きさ」が関与していること、狸谷 B

においてはタヌキの形態的特徴と場との関連性が見られる。 

これらのことから、「信楽タヌキ」が配置、移動される際には、(1)場の特徴と(2)タヌキ

の形態的特徴とが大きく働きかけていると言える。 

 

3.地点毎に差異が見られる「信楽タヌキ」の扱いについて 

一方で、地点によってタヌキの扱われ方に差異が見られる点については、地形的特徴や

形態的特徴との繋がりのみでは説明できない。境内には寺院の手が加えられ見栄え良く改

装される場所(狸谷 A)と寺院の手によって埋もれてしまう場所(狸谷 D3)が同時に存在して

いる。さらに、これら両地点に分布する「山伏タヌキ」の扱いの差異も例として挙げられ

る。狸谷 Aにおいて「山伏タヌキ」は寺院のシンボルとも言えるような扱いを受けている

一方、狸谷 D3では寺院の手で土埃を被せられて埋もれてしまっている。これら事例に

は、明らかにタヌキやその場所に対する何者かの認識や働きかけが関係していると考えら

れる。では誰が、どのような認識をもって関与しているのだろうか。この疑問点につい

て、次章の分析結果を踏まえた上で考察をしていきたい。 
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最後に、以上の分析を踏まえ、各地点の構築物の造立年、タヌキの個体数、配置状況や

形態的特徴を表 5にまとめた。 

 

表 5 各地点の特徴・現在の状況まとめ 

 

 

  

造流年 数 場所 特徴

1979 158 入口

・参拝道の入口。駐車場が隣接。かつては池だった

・正面から「背の順」に配置。「小さいタヌキ」は移動されやすい

・10cm~1m。4地点の中では比較的「大きいタヌキ」の数が多い

1992 13 七福神像

・七福神の石像に紛れ込む形で配置。七福神の焼き物も確認

・「小さい＋新しいタヌキ」のみ。並び替えの頻度が高い

・「縁起の良さを示すタヌキ」の割合が高い

不明 4 階段横広場
・「小さい＋新しいタヌキ」のみ

・石を台座にする形で配置。並び替えの頻度が高い

D1
三社明神堂

(正面)

・入口から階段を200段上った先にある、現存する最古の建造物

・玉垣に沿って配置。構造上ほぼ「小さいタヌキ」。移動少ない

・「古いタヌキ」や「大きいタヌキ」、2016年に置かれたタヌキも

D2
三社明神堂

(御堂下)

・タヌキよりもそれ以外の置物(七福神像や地蔵)の数が多い。

・置かれ方が乱雑。埃を被っており移動少ない？

D3
三社明神堂

(裏側)

・2011年以降にD4に置かれていたタヌキの多くがここに移動。

・寺院の人々の掃除で、多くのタヌキが土埃・枯葉に埋もれている

・比較的「大きいタヌキ」が多く、85cm程度のタヌキも。

② (2011~) 6 道中階段
・2011年以降に寺院側が配置。狸谷A~Dのタヌキを拝借して使用

・階段の段数を示すプラカードをぶら下げたタヌキ。

③ (2017~) 2
交通安全祈祷殿

手前

・2017年8月以降から分布。現状最も新しい分布地点

・各地点に一体ずつ分布。寺院への道中最初に目にするタヌキ

地点

①

1937 161

その他

A

B

C

D



67 

 

5.分析Ⅱ 場の形成に関わる人々と認識 

本章では主に聞き取り調査で得られた情報を基に、4章でまとめた境内及び「信楽タヌ

キ」の分布の変遷に関与する人々を明らかにしていく。加えて、その中で直接お話を伺う

ことの出来た寺院側の人々の、認識や対応の変遷についても詳細にまとめていきたい。 

 

5-1 境内の場に関与する人々 

(1)境内の変遷に関わる人々 

 前提として、狸谷という山は「フリースペース」であり、開山当初から様々な信仰、様々

な思いを受け入れてきた山であるという。その為、寺院として成立する以前より本尊以外に

も様々な信仰対象、例えば氏神や七福神といった神仏を祀る建造物も建てられていた。そし

て寺法が制定された後もそうした神仏を撤去せずに残し続け、また「信者の気持ちや要望に

応える形」で建造物が新築されていった。1966 年に造立された交通安全祈自動車祷殿は、

高度経済成長期という時代のニーズに合わせ、より多くの参拝者に訪れてもらう目的で建

てられた建造物であるという。また、水子供養に関しても同様で、参拝者獲得のために当時

の人々のニーズを汲み取って始められたものである。 

必ずしも全ての建造物が当てはまるとは言い切れないが、現在に至るまで境内は信者、参

拝者と寺院との関係性の中で形成されてきたことは確かだろう。 

 

(2)「信楽タヌキ」の分布する場に関与する人々 

 では、タヌキやタヌキの分布する場にはどのような人々が関与するのだろうか。 

聞き取りの中で、この場の形成に関与する人々として大きく三者が存在すること明らか

になった。参拝者、寺院、業者(職人)の三者である。以下それぞれについてまとめていく。 
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Ⅰ.参拝者 

 まず、境内の場が形成されるにあたって欠かせない存在が参拝者である。参拝者はタヌ

キを(1)持ち込み、(2)配置し、(3)動かすという行為によって場の形成に関わる。 

境内に分布する「信楽タヌキ」は、参拝者によって寺院に無許可で持ち込まれたもので

ある。その理由は個々人によって異なると考えられる為、全てを明らかにすることは難し

い86。現在唯一置かれた理由が明らかになっているのは、2011 年に読売テレビの番組内企

画で持ち込まれたタヌキである(写真 6087)。このタヌキは阪神タイガースの優勝祈願とし

てアナウンサーである森たけし氏によって持ち込まれたもので、また境内において唯一寺

院側が許可して祈祷を行ったタヌキでもあるという。 

 加えて、参拝者はタヌキを置くだけでなく、境内のタヌキを動かすことも少なくない。

過去の写真と現在の分布とを比較すると、タヌキの配置状況は頻繁に変化しており、特に

狸谷 Aの前方、狸谷 B と C が顕著である。また、移動のみならずタヌキの数は増減する

ことも少なくないが、こうした関与のほとんどが参拝者によるものである可能性が高い。 

 さらに、参拝者による関与として(4)供えるという行為が確認できることがある。これは

境内に分布するタヌキの頭に花を置いたり帽子を被せたりする行為である。こうした関与

の仕方は、狸谷 A において顕著に確認される。また、2017 年 12月、狸谷 A 最前列のタヌ

キの頭に、恐らくお賽銭として小銭を乗せられている様子が認められた(写真 61)。写真に

からこうした状態のタヌキが複数体確認できたことから、複数の参拝者が別々に小銭を乗

せていった可能性が高い。少なくとも 2016 年 9 月~2017 年 11月の間では見られなかった

行為で、過去の写真においても確認されたことのない事例であることには注目したい。 

 

                                                      
86 分析Ⅰ-1 でも触れたとおり、置き場所に困ったから、壊れてしまったから、縁起を担ぎたいから、境

内にタヌキが置いてあるという噂を聞いたから等推測することは出来る 

87 写真 60 画像出典: https://twitter.com/nacchins36/status/270483616566493186/photo/1 
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寺院によれば、現在狸谷山不動院に訪れる参拝者は二種類存在するという。タヌキに関

心を持たずただ本尊を拝みに来る参拝者(「信者」)と、反対に本尊よりもタヌキを見にや

ってくる参拝者(「観光客」)の二種類である。そして、頻繁にタヌキを動かすのは特に後

者の参拝者であるという88。加えて、これらの他に朝参りに来る参拝者もまたタヌキを動

かしていると語る。彼らには各々愛でているお気に入りのタヌ

キがおり、朝参りの際にそのタヌキが倒れていると元に戻した

り、破損しているとひどく悲しんだりするのだという。 

 現状、どのような参拝者が、いかなる理由でタヌキを並び替え、

移動させているのかは推測の域を出ず定かでない。しかし、参拝

者がタヌキを(1)持ち込み、境内に(2)配置する、そして配置され

たタヌキを(3)動かし、時に何かを(4)供える(加える)という働き

かけが、場の形成に大きく影響してきたことは事実である。 

 

 

写真 61 狸谷 A 小銭を乗せられるタヌキ89（2017 年 12 月 22 日） 

                                                      
88 これについて、寺院側は「近年の SNS の流行により写真映えを意識した参拝者が撮影の際に境内のタ

ヌキをキレイに並べ替えているのではないか」と推測している 

89 写真 61 画像出典: https://twitter.com/nacchins36/status/270483616566493186/photo/1(一部切り抜き) 

写真 60 テレビの企画で持

ち込まれたタヌキ(2011 年

時点) 
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Ⅱ.寺院 

 次に重要な存在となるのが、寺院という組織に所属する人々である。寺院側としては参拝

者がタヌキを置いていくことをある種容認しているのであって、許可しているわけではな

い。そのため、現在も「タヌキを置かせてほしい」等の問い合わせがあった際は断るという。 

 その上での寺院側の境内のタヌキの対応としては、「タヌキに関心がないからそのまま

にする」、一方で「役目を果たしてもらうときもある」という。ここで言う「そのまま」

は、境内にタヌキが増えたり、場所を移動していたりしても撤去することはしない。かと

いってタヌキが破損したり転倒したりしていても直す、処分する、供養するということは

せずにそのままにするという扱いを意味している。2017 年 8月以降に地点③その他Ⅱにて

新たにタヌキが配置されても撤去したり移動させたりしないことや、地点①狸谷 A~Dに

おいて破損したり埋まったりしているタヌキがそのままになっていることが例としてあげ

られる。また、狸谷 D3においてタヌキが埋もれてしまっているのも、寺院の人間が掃除

の際タヌキに構うこと無く土埃を履きかけてしまっているためである。 

一方で、後者「役目を果たしてもらう時もある」に関しては寺院側が明確な意図を持っ

てタヌキを動かしたことがあることを示しており、4章で取り上げた地点②その他Ⅱに配

置されたタヌキがそれにあたる。この地点に配置された階段の段数を示すタヌキは、元々

地点①狸谷 A~Dに置かれていたタヌキを拝借したものであるが、寺院が「参拝者に道中

楽しんでもらう」ことを目的として配置したタヌキである。これについて松田氏が語る

時、「お出迎えの精神」、「タヌキにも役目を果たしてもらう」という言葉が頻出した。つ

まり、境内に分布するタヌキを他の信仰対象と同列には扱っておらず、寺院の目的のため

に「活用する」こともあるということを意味しているといえるだろう。 

 これらのように、現在の寺院は(1)「基本的にそのまま」、しかし時に(2)「役目を果たし

てもらう」為に活用する、という相反する二つの姿勢でもって境内の場に関与している。 
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Ⅲ.業者(職人) 

最後に関与する存在として、境内の改装工事を担当する業者を挙げたい。タヌキの分布

する地点や建造物を改装、改築する際は、その地点に分布するタヌキも業者が移動させる

ことになる。 

松田氏の話の中で業者がタヌキの配置に関与していることがわかったのは、地点①狸谷

A、D の 2地点である。狸谷 Aにおいては 2014 年に石碑周辺に除草シートを敷く改装工

事が行われた。その際、業者によってタヌキの大半が一時的に場所を移され、工事の後再

配置されている。また、狸谷 Dにおいては 2011 年に三社明神堂内にうすさま明王が移転

された際は、お堂裏側の斜面を削ってスペースを広げることで狸谷 D4 に分布していたタ

ヌキが D3地点へと場所を移された。 

これらに加え、2017 年 11 月台風によって狸谷 B 頭上に倒木が生じ、12 月に撤去作業が

行われている。この時、作業終了後にはタヌキが大きく移動されたことが確認できているが、

作業に携わった業者の関与によるものである可能性が高い。 

特に狸谷 A の改装工事について、松田氏は「職人さんはこだわりが強いからタヌキを置

き直す時はキレイに並べ替えていた。工事の後からタヌキを並び替える参拝者が増えた」と

語っており、業者による並び替えが現在の場や、場やタヌキへの人々

の関わり方に少なからず影響を与えていることは間違いない。 

一方で業者による移動に寺院側の意図が多少なりとも介在してい

る可能性も無視できない。実際、松田氏は狸谷 Aの改装の際「こい

つ(写真 6290)を（可愛くないから）後ろの方にやってくれと頼ん

だ」と語っている。そうした点を踏まえれば、業者という存在は寺

院側の人々に近い立場からタヌキに関与しているとも言える。 

 

                                                      
90 写真 62 2017 年 11 月 9 日撮影 

写真 62「可愛くない」と

言われたタヌキ 



72 

 

以上取り上げた三者の中でも、本研究では寺院側の人々に直接お会いして詳しくお話を伺

うことが出来た。そこで、次に実際に場に関与してきた寺院側のタヌキに対する認識とそ

の変遷、また認識と結びつく行動についてまとめていく。 

 

5-2 寺院側の認識とその変化 

寺院によるタヌキへの認識や対応は一様ではない。境内にタヌキが置かれ始めてから現在

に至るまで、それらは時代とともに揺れ動きながらタヌキとの関係を保ってきたという。

本章では、寺院側の人々の認識の変化について、松田氏の話を中心にまとめていきたい。 

 

(1)1950年代~1960年代前半 「嫌なイメージ」 

 タヌキが置かれ始めたのは 1950 年代~1960 年代頃からであるというが、その当初寺院

はタヌキに対して良い印象は持っていなかった。「タヌキのお寺だと間違われてしまうこ

とも多く、嫌なイメージを持っていた」と松田氏は語る。狸谷山不動院の本尊はあくまで

不動明王であり、タヌキを祀った寺院ではないという姿勢ゆえのものであり、当初はタヌ

キを撤去することもあっという。 

 

(2)1960年代後半 「ありがたいもの」へと「逆転」 

境内のタヌキに対して「嫌なイメージ」を持っていた当初とは一転、この 1960 年代後

半を境にタヌキへの印象は良い方向へ「逆転」していく。境内にタヌキが増えることによ

って知名度が上がる、タヌキ目当てで訪ねてくれる参拝者が増える等、結果的に寺院に利

益をもたらしてくれる存在となったためであるという。この時期より、タヌキへの印象は

「ありがたいもの」へと変化していく。 

そうした寺院側の認識の変化を表しているものとして、1965 年に制作された「山伏タヌ

キ」が挙げられる。「山伏タヌキ」は狸谷山不動院が制作を依頼した清水焼のタヌキの置
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物であり、檀家への記念品として 300 体制作された。非売品ではあるものの、現在も寺務

所にはこのタヌキが数体飾られており、松田氏の言葉を借りれば「寺院がタヌキを受け入

れた証拠」として捉えられる置物と言える。 

 

(3)1960年代後半~2000年代? 揺れ動く認識 

一方で、以後の時代も常にタヌキを受け入れ続けてきたわけではなかったという。現在ま

での間に、「山伏タヌキ」が再び制作することはなかった。実際に何度か「このタヌキはも

う作らないのか」、「売って欲しい」といった要望があったものの、「タヌキを出しにくい時

代もあった」ため、結果として現在に至るまで制作・販売がされていないという。 

また、1960 年代以降も会報やホームページ等で「信楽タヌキ」を大々的に宣伝、紹介さ

れることはない。それどころか「敢えてタヌキを写真に移さないようにしていた時代があっ

た」という言葉通り、寺院の所蔵する写真の中にタヌキが写された写真は一枚もなかった91。 

これらの出来事からも、寺院は常にタヌキを歓迎していたわけでなく、タヌキへの認識

は時代の中で揺れ動いていたことがわかる。 

 

(4)2010年~現在 「タヌキを逆手に取ろう」 

 そして現在に近づくに連れ、寺院はタヌキを受け入れ、そればかりかタヌキを活用して

いこうという動きへと変化していくようになる。 

 2011 年のうすさま明王移転工事と同時期、寺院の人間が境内のタヌキを拝借、階段の段

数を示すタヌキとして活用している。そして、寺院の認識が大きく変わっていった転機と

も言えるのが 2014 年であろう。この時期、寺院の中で、「タヌキをアピールしていこう」

という話が上がったという。結果、同年狸谷 A にて、入口の見栄えを良くするため除草シ

ートが敷かれる改修工事が施工されている。 

                                                      
91 1981 年当時の三社明神堂が写された写真が一枚存在するのみ 
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こうした活用、改装の際、松田氏はタヌキの「可愛らしさ」を重要視していたと語ってい

る。2011 年に活用するタヌキを選ぶ際、松田氏は「お出迎えの精神」のもと参拝者に道中

を楽しんでもらうため、境内の中で「できるだけ状態がよく、可愛らしい表情のタヌキ」を

拝借したという。また、2014 年の改装工事の際も松田氏は業者へ「こいつ(写真 62)を（可

愛くないから）後ろにやってくれ」と頼んでいる。タヌキの形

態が関与する人々に影響を与えている一例ともいえるだろう。 

さらに、その後の 2014 年以降は寺院とタヌキとの繋がりを

むしろ押し出していく動きが見られていく。2016 年、2017 年

に寺院は「狸谷山不動院のキャラクター」として SNS 上でタ

ヌキのイラストを公開し、SNS 上のアカウントのアイコンに使

用したり、御朱印帳に描いたりしている（写真 63,6492）。また、

お土産品として「信楽タヌキ」の姿をしたストラップの販売を

始めた他、タヌキが主人公の小説・アニメ作品とのコラボイベ

ントにも協力している。 

 

こうした「信楽タヌキ」をアピールする、タヌキとの繋がりを押し出していく姿勢へと

変化した理由は、寺院が「お寺の立ち位置を見直す必要があった」ことにあるという。境

内に建造物が新築、改築された「建物の基礎を作り上げた時代」の後、バブル崩壊と共に

それまでの寺院のあり方を改める必要性が生まれる。それまで通り信心深く通ってくれる

信者の気持ちに応えるだけでなく、新たな参拝者を獲得し「お不動様の霊験をより多くの

人に伝えていく」必要が出てきたのである。そんな中で、参拝者を呼び込むため「タヌキ

を逆手に取ろう」という考えが生れていったという。 

                                                      
92 写真 63 画像出典 https://twitter.com/tanukidanisan/status/760711991099097088/photo/1  

写真 64 画像出典 https://twitter.com/tanukidanisan/status/866202136174047233/photo/1 

 写真 63 ははんこ屋が用意したタヌキ、64 は寺院がイラストを依頼したタヌキであるという。 

写真 63「狸谷山不動院のキャ

ラクター」(2016 年 8 月公開) 

写真 64「当山のゆるキャラ?」

として公開(2017 年５月) 
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しかし、未だ寺院は境内の「信楽タヌキ」を、そして寺院とタヌキとの繋がりを全面的に

受け入れたとはいえない状態にある。第一に、現在も未だ公の場では自らタヌキを宣伝する

ことがないという。ホームページや会報ではタヌキが写っている写真すらも掲載せず、SNS

上でもタヌキはほとんど紹介されない。これについて、松田氏は「自分たちで広告を打たな

くなった。SNS のおかげで参拝者が拡散して、話題にしてくれる」と語る93。加えて、狸谷

D3 においては現在も寺院の人々は掃除の際「悪いと思いながらも」タヌキに土埃を被せて

しまっている。タヌキをアピールしようという姿勢でありながらも、一方で未だタヌキに関

心がなく、そのままにするという姿勢は変わっていないと松田氏は語る。 

 

小括 

本章では聞き取り調査で得られた情報をまとめ、境内の場の形成に関与する人々を把握し

た。加えて、直接お話を伺えた寺院側の人々の、「信楽タヌキ」に対する認識や対応がどの

ように変化してきたかを明らかにすることを試みた。その結果、以下の諸点を把握できた。 

 

1.関与する人々 

境内の「信楽タヌキ」に関与する人々は、①参拝者、②寺院、③業者の三者が存在する。

参拝者は様々な思惑でタヌキを持ち込み境内に配置したり、タヌキを移動させたりする。

さらにタヌキに花や帽子を被せたり、賽銭を乗せたりすることもある。寺院は基本的には

タヌキをそのままの状態にしつつも、時に活用することもある。業者は寺院側の影響を受

ける存在ではあるものの、工事の際はこだわりを持ってタヌキを並び替える。 

 

  

                                                      
93 実際、寺院へ来訪したことを SNS に投稿する参拝者の多くがタヌキを撮影し紹介している。 
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2.揺れ動く寺院の認識 

寺院側の「信楽タヌキ」への認識は、時代を通して揺れ動いている。寺院にとって境内の

タヌキは当初「嫌なイメージ」であったが、1960 年代から知名度を上げ参拝者を呼び込ん

でくれる「ありがたいもの」へ逆転した。しかし、その後も常にタヌキを受け入れ続けて

きたわけではなく、タヌキを出しにくい時代もあったという。そして、タヌキをアピール

する動きが見られる現在もなお、「タヌキには無関心」と語っており、自分達から大々的

にタヌキを宣伝せずに「お不動さんのお寺」という体面を保っている。 

3.行動として表れる寺院の認識 

また、寺院の認識は実際に行動として表れている。1965 年には「タヌキを受け入れた証拠」

として「山伏タヌキ」を制作、2011 年には境内のタヌキを「階段の段数を示すタヌキ」と

して活用している。2014 年以降も「タヌキを逆手に取ろう」という姿勢から狸谷 A の改装

工事が行われ、タヌキのお土産やキャラクターも制作されている。そして寺院が境内のタヌ

キに関与する際は、「お出迎えの精神」から「できるだけ可愛いタヌキ」を選んでいたとい

う。一方、現在も狸谷 D3にてタヌキに悪いと思いながらも土埃を被せてしまうという寺院

側の行動からは、「タヌキに無関心」という言葉に通ずる認識の側面が垣間見える。 

 

そして、これらの情報から以下の二点について指摘したい。 

1.寺院の相反する姿勢 

寺院は現在「信楽タヌキ」に対して、「タヌキに関心がないからそのままする」一方、「役

目を果たしてもらう為に活用する時もある」という、ある種の矛盾した姿勢を保っている。

この背景には、寺院の人々が抱く「狸谷はあくまでお不動さんのお寺である」という認識が

働いているのではないかと考えられる。聞き取りの話からは、境内のタヌキを活用しようと

いう動きはかつての交通安全祈祷殿や水子供養同様、参拝者獲得のために寺院が取った戦

略の一つであったことが伺える。しかし、あくまで不動明王を本尊とする寺院としては、自
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分達から大々的にタヌキをアピールすることはない、あるいはできない。そこで、「我々は

タヌキに関心がなく宣伝もしていないが、参拝者が勝手に話題にして見に来てくれている

のだ」という姿勢を取るようになったのではないだろうか。近年は広告を用いず、SNS の

拡散力を頼りにしているという松田氏の言葉もそれを裏付ける。相反する認識を同時に抱

いている印象を受ける寺院側の姿勢からは、寺院としての体面を保ちつつ、一方で外部の

人々の力を得てタヌキをアピールしてもらおうという思惑がある可能性を指摘できる。 

 

2.境内に反映される寺院の認識 

加えて、寺院側の相反する二つの姿勢が、実際の境内にも反映されていることが指摘で

きる。「関心がない」から破損や転倒、埋もれたタヌキがいても「そのまま」にされる。

地点③に新しく配置されたタヌキについても、その存在を知りながら撤去、移動すること

はない。反対に、「役目を果たしてもらう」ため境内のタヌキを階段の段数を示すタヌキ

として活用する。加えて、現在の境内には「タヌキをアピールする場」と、「そのままに

する場」があるように思われる。顕著な例として、前者は改装工事を行った上で「背の

順」に並び替えられた狸谷 A、後者は寺院側の掃除によって大半のタヌキが土埃を被せら

れている狸谷 D3 が挙げられる。では、なぜ狸谷 A と狸谷 D3 のタヌキとはこれほど扱い

に差があるのだろうか。その理由として、松田氏が度々口にする「お出迎えの精神」とい

う意識が影響しているからではないかと考察したい。狸谷 Aは参拝道の入口で、寺院の顔

ともいえる地点である94。一方で、狸谷 D、特に D2 や D3といった地点はお堂の裏側で

あり参拝道ではない。それゆえ、タヌキはほとんど関与されず、それどころか気にせず土

埃を被せられてしまっているのではと考えられる。これらの事例から、寺院の認識や思惑

が実際に境内へ反映されている可能性を示唆できるだろう。 

                                                      
94 道中に位置する狸谷 Bや C も同様で、参拝者の目に入りやすい地点といえる。階段の段数を示すタヌキが狸谷 B、

C 付近に配置されていることから、寺院にとって重要な場であると捉えれている可能性は高い） 
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6.まとめと考察 

 以上二つの軸で行った分析の結果を踏まえ、本研究におけるまとめと考察を行なう。 

 まず、分析Ⅰ及び分析Ⅱから得られた情報を年表としてまとめたものが、表 6 である。 

年代 出来事 出典 備考・松田氏の言葉

1718年 狸谷が修験の場として開山される ○ 1711年に朋厚房正禅法師(木食正禅養阿上人)、狸谷入山

明治後期
郷土の有志によって道が整備。

250段の階段、森林伽藍の基礎が作られる
○

廃仏毀釈による荒廃が関係。寺院となる以前から

この山への参拝者は多かった。

1937年 三社明神堂造立（現存する最古の建造物）(狸谷D) ○ 寺法制定以前より祀られていた三神を祀る。

1944年 修験道大本山一乗寺狸谷山不動院として寺法を制定 ○ 寺院としての歴史は70年と比較的新しい

1950~60年代 参拝者により境内に「信楽タヌキ」が置かれ始める 寺院に無許可で勝手に置かれた

1950~60年頃 参拝者の希望から水子供養（赤ちゃん地蔵） 100体を超える。「現在供養は一切ない」

1960年代

以降
境内に「信楽タヌキ」増加

「高度経済成長時代に増えたのでは?」→国が豊かに

なり、引っ越しや建て替えが多かった

1965年
檀家さんへの記念品として山伏姿のタヌキの置物

を約300体制作。15cm程度の清水焼

「タヌキを受け入れた証拠」→「その後、タヌキへの

意識の変化があって作らなくなった」

1966年 交通安全祈祷殿造立 1979年現在の位置へ移転

1979年 入口・石碑造立(狸谷A) ○ それ以前は池だった。「黒いオタマジャクシ一杯」

1981年 光明殿新築 以前は現在より小さいものだった

1986年 本堂完成(二代目) 加えて1990年に信徒会館造立

1992年 参拝者の希望から境内に七福神の石像造立(狸谷B) 道中、階段横にあり。現在タヌキが混ざる

2003

~2004年
タイガース優勝記念の石碑を入口(狸谷A)へ設置

以前からタイガース監督や選手と寺院との

関わりがあったことがきっかけ。

2009年 HP上でブログの開設(2009年12月31日） ○ 2014年12月までは年に一度、メディア掲載情報のみ更新

2010年~
寺院が参拝者に向けて階段の段数を案内するため

「お出迎え」用に境内の「信楽タヌキ」を使用

現在6体。古写真より、少なくとも一体は

2010年3月以降に置かれたものであることが確実

2011年
読売テレビの番組企画にてタイガース優勝祈願と

して「信楽タヌキ」を祈祷

「唯一お供えを許可したタヌキ」。バス停から境内まで

アナウンサーが背負って運んだ。

2011年 三社明神堂(狸谷D)内にうすさま明王移転 ○ 移転以前は狸谷Dにもタヌキが分布

2013年 公式Facebook開設(2013年12月13日） ○ 後twitter,instagramも開設(2016年)

2014年
入口(狸谷A)に除草シートを敷く。その際職人さ

んがタヌキを移動。
○

「この頃タヌキを見せようという話に」、「こいつ(可

愛くない・古いタヌキ)を後ろにやってくれと頼んだ」

2016年
「狸谷山不動院のキャラクター」としてSNS上で

タヌキのイラストを紹介(2016年8月2日)
○

笠、「福」と書かれた通帳などを持った、

「信楽タヌキ」に近い姿。はんこ屋がデザイン

2016年
「狸谷のキャラクター」として山伏姿のタヌキの

イラスト公開。リニューアルした御朱印帳に使用
○

SNS上でも紹介。「1960年の山伏姿のタヌキの置物を

デフォルメしたキャラクター」

2017年
「有頂天家族2 京巡りスタンプラリー夏休み特別

版」開催(8/7~9/14)
○

タヌキが主役の小説を原作とするTVアニメ

「有頂天家族2」とのコラボイベント

2018年 狸谷不動明王300年祭 ○

表 6 狸谷山不動院の年表 
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 次に全体の考察に入る上で、分析Ⅰ、分析Ⅱそれぞれの分析結果と考察をまとめる。 

 

分析Ⅰ 

1.「信楽タヌキ」の分布域の変遷 

1950 年~1960 年代から置かれ始めたという「信楽タヌキ」は、境内の建造物が建てられて

いくに連れてその分布域を広げていった。そして、タヌキが新たな地点に置かれる際はその

地点の持つ境界性も意識されていた可能性が高い。結果、現在の境内では 3 種類の地点に

タヌキが分布しており、そのほとんどが地点①狸谷 A~Dという 4 地点に固まって分布して

いる。それぞれの地点毎にタヌキの個体数や配置のされ方、移動頻度等に差異が見られたが、

その理由としてはタヌキの分布に(1)場の特徴と(2)タヌキの形態的特徴が大きく関わって

いるためであると指摘できる。一方で、同じ特徴を持つタヌキでも地点によって大きく異な

る扱いを受けている事例は上記の二つの要素のみでは説明できないことから、(3)何者かの

認識や思惑が介在している可能性も指摘した。 

 

分析Ⅱ 

2.場の形成に関与する人々 

境内の場や「信楽タヌキ」に関与する人々として①参拝者、②寺院、③業者の三者が存在

する。参拝者がタヌキを持ち込み、移動させる。寺院はそれを容認しつつも時には活用す

る。業者は寺院の影響を受けながら「こだわりをもって」タヌキを並び替える。三者がそ

れぞれ異なる思惑を持って場に関与することで、現在の境内は形成されてきた。 

3.揺れ動く寺院の認識 

寺院の認識は時代と共に揺れ動いており、それら認識が行動としても表れていた。「山伏

タヌキ」の制作や狸谷 Aの改装がその代表例といえる。結果、現在は「タヌキに関心がな

いからそのままにする」一方、「役目を果たしてもらうために動かす時もある」という相
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反する二つの姿勢を保っている。これには、自らは「あくまで狸谷はお不動さんのお寺」

という体面を保ちながらも、SNS の拡散力によって参拝者にタヌキをアピールしてもらお

うという寺院の思惑や戦略が背景にある可能性が指摘できる。 

4寺院の認識を反映する場 

加えて、こうした寺院の認識や相反する姿勢が実際の境内にも反映されていることも指摘

できた。境内には「そのままにされるタヌキ」と「活用されるタヌキ」が確認できるだけ

でなく、「タヌキをアピールする場」と「そのままにされる場」とでもいえるような場が

存在する。これには松田氏が度々口にしていた「お出迎えの精神」という意識も大きく影

響している可能性が高い。 

 

加えて、分析結果のまとめを踏まえ以下の二点について指摘したい。 

1.場の流動性 

 分析Ⅰ、分析Ⅱの結果から、「信楽タヌキ」が配置される、動かされる際には(1)地形的

特徴、(2)「信楽タヌキ」の形態的特徴に加え、(3)関与する人々の認識や思惑という要素

が影響を与えていることが明らかになった。分析Ⅰで疑問点として挙げた「山伏タヌキ」

の事例も、「おもてなしの精神」という言葉を代表とするような寺院側の思惑が場に大き

く介在していることを示す最たる事例として説明することができるだろう。 

 その上で、境内の場には流動性があるという点を指摘したい。寺院の認識や思惑、ひい

てはタヌキに関わる人々の関係性は時代を通して一定でなく、常に変化するものであっ

た。そして境内では、そうした人々の思惑や関係性が実際に反映されている事例も確認で

きた。それゆえ、境内は絶えず変化する人々の関係性を常に反映する流動性を持った場で

あるということが指摘できる。これにはタヌキが移動可能な置物であることも一役買って

いるといえるだろう。人々の思惑や関与の仕方の変化が、そのままタヌキの動きとして反

映されやすいためである。 
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2.モノそれ自体の働きかけ 

 そして、境内の形成に「信楽タヌキ」それ自体が大きく働きかけている点も指摘したい。

これは、タヌキの形態的特徴が場に影響を与えていることを意味するに留まらない。タヌキ

は人に動かされるだけでなく、時に人を動かす存在でもあるということを意味している。 

まず、タヌキは①場とタヌキ自身に意味を与えていることが指摘できる。境内のタヌキは

複数の参拝者によって、様々な思惑で持ち込まれたものである。しかし、一つの場に集った

タヌキは集合体として場に、タヌキ自身に新たな意味を与える。現在、ただの広場だった狸

谷 C が「タヌキの置かれる場」として認識されていることが例として挙げられるだろう。 

そして、その結果としてタヌキは②人々の認識や行動に働きかける。寺院側は境内にタヌ

キが増えたことで認識が動かされ、実際に狸谷Aの改装工事のような行動も起こしている。

一方、2017 年 12 月の写真から確認された「タヌキの頭に賽銭が乗せられる行為」は、参拝

者側の認識に境内のタヌキが働きかけた事例として挙げられるだろう。加えて、境内にタヌ

キが増えるに連れ「狸谷山不動院にはタヌキが置かれている」という事実自体が人を、そし

て新たなタヌキを境内へ呼び込む動機付けの一つとなっていることは間違いない。いずれ

も境内に置かれたタヌキによって人々が触発され、実際に動かされた結果であるといえる。 

ともすれば、境内の場の形成に関与する第四の存在として「信楽タヌキ」それ自体を挙

げることができるのではないだろうか。そして、人々がタヌキから感じる「意味」やタヌ

キに与えられる影響も、時代と共に変化している。それは時代を通して人々の認識が変化

したことだけでなく、その結果として生じた行動がタヌキを通じて他の人々にも影響を与

えているためであると考えられる。そのため、狸谷山不動院という場は、絶えず変化する

四者の関係性を反映する形で形成される場であるといえる。 
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7.結論 

本論文では、フィールドワークを中心とした調査・分析によって狸谷山不動院境内の場の

形成過程を多面的に把握していくことを試みた。結果、以下の諸点が指摘できた。 

 

1.分布域の変遷 

「信楽タヌキ」は境内が形成されていくと共にその分布域を広げていった。その際は、地

点の持つ境界性が意識されていた可能性が高いことを指摘した。加えて、タヌキの分布に

は(1)場の特徴と(2)タヌキの形態的特徴が大きく影響していることも明らかにできた。 

2.関与する人々 

境内の場の形成に働きかける人々として、①参拝者、②寺院、③業者という思惑のそれぞ

れ異なる三者が存在することが明らかになった。 

3.葛藤する認識と揺れ動く対応 

寺院のタヌキに対する認識は時代を通して一定でなく、常に揺れ動いてきた。そして現在も、

二つの相反する認識を併せ持ちながらタヌキと関わりを持っていることが指摘できた。 

4.流動性のある場 

境内の場は絶えず変化する寺院の認識や人々の関係性を常に反映し変化する、流動性のあ

る場であることを指摘した。そこには、タヌキが移動可能な置物であることも関係している。 

5.モノそれ自体の働きかけ 

そして「信楽タヌキ」というモノ自体が人々の認識に働きかけ、境内の形成に関与してい

るという事実も無視できない。境内は三者の人々にモノを加えた四者の関係性を反映する

形で形成されていることが指摘できた。 
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これらを踏まえ、本論文の結論をまとめる。 

 

1. 「信楽タヌキ」が分布する境内が形成される上で、①参拝者、②寺院、③業者、何より

④モノという存在の働きかけがあった。思惑の異なる三者と、そしてモノそれ自体とが

複雑に絡み合うことで、現在の場は作り上げられたのだといえる。 

2. 一方で、彼らの認識は時代によって揺れ動くものであり、それゆえ四者の関係も常に

一定のものではなかった。狸谷山不動院という場は、時代と共に変化する四者の関係

性を反映する形で常に変化を続けてきた、流動的な場であると結論付けられる。 

 

 

終わりに 

最後に、以後本論文同様のテーマを扱った研究が為されることへの期待も兼ねて、研究

を通しての気づきと今後の課題について述べていきたい。 

1.参拝者側の認識や思惑、その変化 

本論文において境内の場は、時代の中で揺れ動く四者の関係性を反映して絶えず変化す

る流動的な場であると指摘した。一方で、実際にタヌキを持ち込んだり、動かしたりした

参拝者側の思惑や意図を把握することはほとんど叶わなかった。タヌキが寺院に無許可で

置かれたものであるためか、参拝者が自らタヌキを置いたことを報告するという事例が確

認できなかったことが理由としてあげられる。配置された、移動された理由はタヌキによ

って大きく異なるものの、タヌキに関与する参拝者と一人でも多く接触できることは、今

後研究を進めていく上で極めて重要なことだと考える。 

そのための手段として、①SNS上の投稿からタヌキを配置した参拝者を発見(今後投稿

される可能性あり)、②2011 年放送されたテレビ番組の関係者への聞き取り、③過去を知

る参拝者(檀家の方など)への聞き取り等を挙げたい。 
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2.「信楽タヌキ」の詳細な分布過程の把握 

 本研究では地点ごとに「信楽タヌキ」が配置された過程を詳細に追うことはしなかっ

た。タヌキの形態変遷を十分にまとめられておらず、「新しいタヌキ」と「古いタヌキ」

と大きく分類したこと。2010 年以前の写真で収集できたものが少なく、また 2000 年以前

に至っては一枚しか収集できなかったこと、という二点が理由として挙げられる。また、

本研究ではタヌキに生えた苔については有無のみを観察しており、苔の生える部位や生え

具合についてはまとめられていない。分布過程をより詳細にまとめる際は、その手がかり

となるかもしれない。 

 

3.今後変わりゆくであろう地点③ 

 また、今後特に変化が期待できる地点として地点③その他Ⅱを取り上げたい。 

この地点のタヌキは 2体とも 2017 年 8 月以降に配置されていたもので、それ以前この

地点にタヌキは一体も存在していなかった。言い換えれば、地点③は 2017 年 8月以降新

たに生まれた地点であるといえる。そして地点③に置かれたタヌキについて、寺院はその

存在を知りながらも撤去したり移動させたりするつもりはないという。 

今後、参拝者が地点③をどう捉えるかによって、この地点は大きく変化していくだろ

う。ここが「新たにタヌキを置いていい場所」と捉えられた場合、地点①狸谷 A~D 同様

複数のタヌキが集まる地点になりうるかもしれない。反対に、「タヌキを置くにそぐわぬ

場所」と考える参拝者が行動に出た場合は、2体のタヌキを他の地点に移動させる可能性

も考えられる。四者の関係性を常に反映して変化し続ける場所とした境内において、今後

この地点③がどのように変化していくのか、大いに注目したいところである。 
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 狸谷山不動院の境内は今後も変化を続けていく可能性が極めて高い。 

特に近年、アニメや小説作品の舞台にもなり作品とのコラボイベントにも協力している

ためか、タヌキを目当てに訪れる参拝者はより一層数を増やしているという。聞き取りの

際、タヌキを置いていく参拝者は「近年あまりいなくなった」と語られていたが、今後は

再び増加していく傾向が見られるかもしれない。そして、それが寺院や参拝者の認識をど

う変化させていくのかというところにも目を向けていきたい。 
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